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１．宮城県における児童養護施設退所者等の実態調査事業について 

 

目的 

  児童養護施設、児童自立支援施設、児童心理治療施設の入所措置解除者、里親又はファミリーホー

ムの委託解除者及び児童自立生活援助の解除者（以下「施設退所者等」という。）の生活状況や社会

生活上の課題・支援ニーズ等並びに施設の施設退所者等との関わり、支援状況等を把握・整理するこ

とを目的とする。 

 

業務の内容 

（１）実態調査の実施 

イ 調査件数 ３３０件程度（うち発送先住所が確認されたものを対象とする。） 

ロ 調査対象者 

過去５年間（平成３０年４月から令和５年３月）に、中学卒業以降で措置解除、委託解除及び

援助解除となった者（悉皆）。 

ハ 調査対象施設 

児童養護施設、児童自立支援施設、児童心理治療施設、自立援助ホーム、ファミリーホーム 

ニ 調査対象里親 

   ロの対象者を過去５年間（平成３０年４月から令和５年３月）に委託された里親 

（２）調査項目 

イ 調査対象者 

・就労・就学の状況、住まい・家計の状況 

・健康状態・医療サービスの提供状況 

・生活していた施設等とのつながり・相談相手の有無等 

・最後に生活していた施設等から受けたサポートの内容と評価、公的なサポートへの意見・要望 等 

ロ 調査対象施設・調査対象里親 

・退所児童等との退所後の関わり 

・行っている支援 

・実際にあった相談 

・今後必要と考える支援 等 

  

（３）委託業務の詳細 

イ 調査票の作成 

ロ 調査票の発送・回収 

ハ 施設職員へのアンケートの実施 

二 調査協力者への謝礼品準備・発送 

ホ 調査票集計結果のデータ入力・集計 

ヘ 分析・考察 

ト 上記を踏まえた調査報告書の作成 

 

委託先 

特定非営利活動法人チャイルドラインみやぎ 
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２．調査の実施状況 

（１）「児童養護施設退所児童等実態調査に係る連絡協議会第 1回」の実施   

（２）委託契約   令和５年１０月２５日 

（３）調査票の作成  

（４）「児童養護施設退所児童等実態調査に係る連絡協議会第２回」の実施 

（５）「宮城県における児童養護施設退所児童等実態調査に係る施設向け説明会」の実施 

（６）調査票の作成 

（７）調査票の発送にあたっての対象者名簿について 

（８）名簿を元に発送準備 

（９）調査票などの発送物 

（10）調査票回収 

（11）調査協力者（個人）への謝礼品準備・発送 

（12）調査票集計結果のデータ入力・集計 

（13）「児童養護施設退所児童等実態調査に係る連絡協議会第３回」のための報告作成 

（14）「児童養護施設退所児童等実態調査に係る連絡協議会第３回」実施（３月６日書面開催） 

（15）「児童養護施設退所児童等実態調査に係る連絡協議会第３回」の意見を受けての調整 

（16）分析・考察 

（17）報告書提出 
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Ａ．対象者アンケート質問項目と回答結果 

 

対象者調査票の発送方法  

県の担当課より令和 5 年 12 月 18日に名簿を受け取り、送付方法については下記の①～④に分類し、

①～③は発送、④は発送なし、として作業を進めた。 

 

① 施設や里親が対象者に事前に連絡をして、受託団体に対して個人情報を提供することの了解をとっ

たので直接送付で問題がない、という施設や里親の判断で、住所、氏名等の宛名記載を受託団体が

行って発送。 

 

② 受託団体の名称で発送したものを対象者が受け取った場合、なじみのない差出人名を見て開封する

かが懸念されるという施設や里親の判断で、住所、氏名等の宛名記載を受託団体が行い、差出人の

記載がない形で封筒を施設や里親へ送り、そこから本人へ郵送。 

 

③ 住所、氏名等は記載せず、調査票を封入したものを受託団体が作成し、施設・里親へ送付、施設・

里親が宛名を記入し、そこから本人へ郵送。 

 

④ 居所不明で送付できないため送付なし。 

 

対象者本人への送付状況 

 

対象者調査 調査対象者数は 318名  

対象者数 318 発送数  179 発送率 56.3％ 

発送数  179 回答者数  62 発送者数に対する回答率 34.6％ 

対象者数 318 回答者数  62 対象者数に対する回答率 19.5％ 
 

 

 
発送元 

発送方法 発送無 計 

① ② ③ ④  

児童養護施設 

旭が丘学園   4 1 23 28 

丘の家子どもホーム     18 7 25 

小松島子どもの家     3 4 7 

小百合園   11   12 23 

仙台天使園   20   6 26 

ラ・サール・ホーム     16 10 26 

計 
0 35 38 62 135 

73 62 135 

自立援助 

ホーム 

せんだんの家 15     3 18 

まきばフリースクール   13 5 3 21 

はやぶさ     2 1 3 

ラパン     1   1 

ロージーベル     1 14 15 

計 
15 13 9 21 58 

37 21 58 

ファミリー 

ホーム 

子どもの家きむら     3   3 

ざおうホーム   1   2 3 

どんぐりとやまねこ       7 7 

みんなの家       1 1 

計 
0 1 3 10 14 

 4 10 14 

児童自立支援

施設 

さわらび学園   1   21 22 

計 
0 1 0 21 23 

1 21 23 

里親 

里親 8 16 40 25 89 

計 
8 16 40 25 89 

64 25 89 

 総計 23 66 90 139 318 
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対象者調査集計結果 

 

 

凡例 

 

① 以下、表中の単位のない数値は、但し書きのない限り、人数または件数を表す。 
② 調査項目大項目（１）あなたのこと（２）仕事・学校のこと（３）住まい・家計のこと（４）健康・

医療のこと（５）退所前・退所後のサポートのこと（６）その他 ごとに、回答結果の表やグラフを

記載した。各大項目の末尾の囲み部分には、回答結果を分析した文章を記載している。 

③ 文中の円グラフは、集計結果の表の上位 1位から 5 位を表示し、6位以下はその他としてまとめて集

計したものを表示している。6位以下詳細については表を参照。 

④ 「チャイルドラインみやぎ」とは、宮城県より「社会的養護自立支援事業業務」を、仙台市より「仙

台市児童養護施設等入所児童自立支援・アフターケア事業」を受託し、対象者のアフターケアも行っ

ている「特定非営利活動法人チャイルドラインみやぎ」のこと。 

 

 

（１）あなたのこと 

Q1 このアンケートは誰から送られてきましたか？  または紹介されましたか?（複数回答） 

1.  特定非営利活動法人チャイルドラインみやぎ（宮城県からの委託団体） 16 24.6% 

2.  これまで生活したことのある施設等 38 58.5% 

3.  もと里親 2 3.1% 

4.  社会的養護経験者の当事者団体 1 1.5% 

5.「1．2．」以外の団体 2 3.1% 

6．友人・知人 2 3.1% 

7．その他（児童相談所） 4 6.2% 

計 65 100.0% 

  

 

 

 

 

 

 

 

Q2 あなたの性別を教えてください。 

1．女性 31 50.0% 

2．男性 29 46.8% 

3．その他 1 1.6% 

4．回答しない 1 1.6% 

計 62 100.0% 

 

 

Q3 年齢を教えてください。（2023年 12月 1日時点での年齢を記入） 

16歳 1 1.6% 

17歳 2 3.2% 

18歳 7 11.3% 

19歳 10 16.1% 

20歳 7 11.3% 

21歳 9 14.5% 

22歳 11 17.7% 

23歳 13 21.0% 

24歳 2 3.2% 

計 62 100.0% 

 

これまで生活したことのある施設等, 

58.5%

特定非営利活動法人チャイルドラインみやぎ

（宮城県からの委託団体）, 24.6%

その他（児童相談所）, 6.2%

もと里親, 3.1%

「1．2．」以外の団体, 3.1%
その他, 4.5%Q1

 

女性, 50.0%

男性, 46.8%

その他, 1.6%
回答しない, 1.6%

Q2

 

23歳, 21.0%

22歳, 17.7%

19歳, 16.1%21歳, 14.5%

18歳, 11.3%

その他, 

19.4%

Q3
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Q4 現在住んでいる場所(都道府県)を教えてください。 

北海道 1 1.6% 

岩手県 1 1.6% 

秋田県 1 1.6% 

山形県 1 1.6% 

宮城県 52 83.9% 

埼玉県 2 3.2% 

千葉県 1 1.6% 

神奈川県 2 3.2% 

沖縄県 1 1.6% 

計 62 100.0% 

 

Q5 最後に生活していた施設についてお聞きします。 

 

① 最後に生活していた施設を以下から選んでください。 

1．児童養護施設 37 59.7% 

2．児童自立支援施設 3 4.8% 

3. 児童心理治療施設 0 0.0% 

4．ファミリーホーム 2 3.2% 

5．自立援助ホーム 6 9.7% 

6．里親 14 22.6% 

計 62 100.0% 

 

② 入所期間を教えて下さい。 

0～1年未満 1 1.6% 

 

1年～2年未満 4 6.5% 

2年～3年未満 2 3.2% 

3年～4年未満 4 6.5% 

4年～5年未満 6 9.7% 

5年～6年未満 6 9.7% 

6年～7年未満 4 6.5% 

7年～8年未満 2 3.2% 

8年～9年未満 4 6.5% 

9年～10年未満 2 3.2% 

10年～11年未満 3 4.8% 

11年～12年未満 1 1.6% 

12年～13年未満 1 1.6% 

13年～14年未満 2 3.2% 

14年～15年未満 2 3.2% 

15年～16年未満 2 3.2% 

16年～17年未満 4 6.5% 

17年～18年未満 0 0.0% 

18年～19年未満 2 3.2% 

19年～20年未満 0 0.0% 

21年～22年未満 1 1.6% 

記入なし 8 12.9% 

無効 1 1.6% 

計 62 100.0% 

 

  

0 2 4 6 8

0～1年未満
1年～2年未満
2年～3年未満
3年～4年未満
4年～5年未満
5年～6年未満
6年～7年未満
7年～8年未満
8年～9年未満

9年～10年未満
10年～11年未満
11年～12年未満
12年～13年未満
13年～14年未満
14年～15年未満
15年～16年未満
16年～17年未満
17年～18年未満
18年～19年未満
19年～20年未満
21年～22年未満

入所期間

 
宮城県, 83.9%

埼玉県, 3.2%

神奈川県, 3.2%

北海道, 1.6%

岩手県, 1.6% その他, 6.5%Q4

 

児童養護施設, 

59.7%里親, 22.6%

自立援助ホーム, 

9.7%

児童自立支援施設, 

4.8%

ファミリーホーム, 

3.2%
Q5-1
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③ 退所年度を教えてください。 

2000年度 1 1.6% 

 

2006年度 1 1.6% 

2017年度 1 1.6% 

2018年度 6 9.7% 

2019年度 12 19.4% 

2020年度 7 11.3% 

2021年度 7 11.3% 

2022年度 11 17.7% 

2023年度 11 17.7% 

2024年度 1 1.6% 

記入無 4 6.5% 

計 62 100.0% 

 

※この調査の対象者は 2018年度から 2022年度となっているが、回答からは本人が退所年度を正確に把握していない様子も 

うかがえる。ここでは本人が記載したまま掲載した。 
 

④ 退所時の年齢は何歳でしたか。 

0歳 1 1.6% 

 

6歳 1 1.6% 

15歳 5 8.1% 

16歳 1 1.6% 

17歳 1 1.6% 

18歳 31 50.0% 

19歳 10 16.1% 

20歳 7 11.3% 

21歳 1 1.6% 

22歳 1 1.6% 

記入なし 3 4.8% 

計 62 100.0% 
 

※この調査の対象者は 2018年度から 2022年度となっているが、回答からは本人が退所年度を正確に把握していない様子も 

うかがえる。ここでは本人が記載したまま掲載した。 

 

Q6 最後に生活していた施設等を退所、または里親の委託が解除された直後はどうしていました

か？ 

1．就職した 21 33.9% 

2．働いていた職場で引き続き働いた 4 6.5% 

3．進学した 22 35.5% 

4．通っていた学校に引き続き通学した 8 12.9% 

5．進路は未定だった 3 4.8% 

その他 

グループに入居し、B型事業所へ通所 1 1.6% 

障害福祉サービスを利用 1 1.6% 

3月に退所予定 1 1.6% 

言いたくない 1 1.6% 

計 62 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 5 10 15

2000年度
2006年度
2017年度
2018年度
2019年度
2020年度
2021年度
2022年度
2023年度
2024年度

退所年度

18歳, 

50.0%

19歳, 

16.1%

20歳, 

11.3%

15歳, 8.1%

記入なし, 

4.8%

その他, 

9.7%

Q5-4

 

進学した, 35.5%

就職した, 33.9%

通っていた学校に引き続き通学した, 

12.9%

働いていた職場で引き続き働いた, 

6.5%

その他, 6.5%

進路は未定だった, 4.8%Q6
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分析 

（１）あなたのこと（Q1～Q6） 

 
Q1 このアンケートは誰から送られてきましたか？  または紹介されましたか? 

 

報告書冒頭に記載した送付方法を採用したため、発送、発信元を記載した人が多い。 

 

Q2 あなたの性別を教えてください。 

 

男女ほぼ同数であった。 

 

Q3 年齢を教えてください。 

 

年齢から推測すると 18歳で措置解除、22 歳で大学卒業と共に解除となった人が多い。 

 

Q4 現在住んでいる場所(都道府県)を教えてください。 

 

宮城県在住が 83.9%と最多であるが、北海道から沖縄まで広く分布している。 

 

Q5 最後に生活していた施設についてお聞きします。 

 

①最後に生活していた施設を以下から選んでください。 

 

児童養護施設 59.7%、里親 22.6％を合わせて 82.3%となっている。 

 

②入所期間を教えて下さい。 

 

1 年未満から 22 年未満まで幅広い。 

最多が 4～6 年となっている。記入なしが 8人となっており、自分ではよくわからないことも多い 

のではないかと思われる。 

 

③退所年度を教えてください。 
 

この調査の対象者は 2018年度から 2022年度となっているが、回答からは本人が退所年度を正確に  

把握していない様子もうかがえる。 

 
④退所時の年齢は何歳でしたか。 

 

最多が 18歳、延長して 19・20歳で措置解除になった人が多かったと思われる。 

 

Q6 最後に生活していた施設等を退所、または里親の委託が解除された直後はどうしていましたか？ 
 

働いた人と進学・通学した人がほぼ同数となっている。 
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（２）仕事・学校のこと 

Q7 現在のお仕事や学校について、教えてください。(複数回答) 

1．働いている（パート・アルバイト・日雇いを含む） 42 61.8% 

2．学校に通っている（実際には通学せず、オンライン授業の受講や通信制の学校等を含む） 17 25.0% 

その他 

就労支援作業所 2 2.9% 

無職 6 8.8% 

言いたくない 1 1.5% 

計 68 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q8 前の Q7で「1.働いている」を選んだ人にお聞きします。 

① 現在、 あなたはいくつの勤務先で働いていますか。 

1．１か所 36 87.8% 

2．２か所 5 12.2% 

計 41 100.0% 

※Q７の１の回答数は 42だったが、この設問での回答は 41であった。理由は不明のためそのまま掲載した。 

 

② 現在の働き方は、以下のどれに当てはまりますか。 

1．正社員 15 34.1% 

2．契約社員・派遣社員 8 18.2% 

3．パート・アルバイト 17 38.6% 

4．日雇い・期間工 0 0.0% 

5．自営業 1 2.3% 

6．わからない 1 2.3% 

7．その他（福祉就労） 2 4.5% 

計 44 100.0% 

※Q７の１の回答数は 42だったが、この設問での回答は 44であった。理由は不明のためそのまま掲載した。 

 

  

 

働いている（パート・アルバイト・

日雇いを含む）, 61.8%学校に通っている（実際には通学せず、

オンライン授業の受講や通信制の学校等

を含む）, 25.0%

その他 無職, 8.8%

その他 就労支援作業所, 

2.9%

その他 言いたくない, 1.5%Q7

 

パート・アルバイト, 38.6%

正社員, 34.1%

契約社員・派遣社員, 18.2%

その他（福祉就労）, 4.5%

自営業, 2.3%
その他, 2.3%Q8-2
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Q9 前の Q7で「2.学校に通っている」を選んだ人にお聞きします。 

現在、どの学校に通っていますか。 

1．全日制高校 3 15.0% 

2．定時制・通信制高校 2 10.0% 

3．専門学校・短期大学 7 35.0% 

4．4年制大学 7 35.0% 

5. その他（支援学校） 1 5.0% 

計 20 100.0% 

 ※Q7 ２を選んだのは 17であったが、この設問では 20人が回答している。理由は不明なのでそのまま掲載した。 

 

Q10 最終学歴(最後に卒業・修了した学校)を教えてください。 

1．中学校 12 19.4% 

2．全日制高校 26 41.9% 

3．定時制・通信制高校 5 8.1% 

4．専門学校・短期大学 9 14.5% 

5．4年制大学 4 6.5% 

6. その他 特別支援学校高等部 2 3.2% 

高等学園 1 1.6% 

記入なし 2 3.2% 

記入あったが無効 1 1.6% 

計 62 100.0% 

 

 

分析 （２）仕事・学校のこと (Q7～Q10) 
 

Q7 現在のお仕事や学校について、教えてください。 

 

就労支援作業所も含め、働いている人の割合が就職支援作業所を含めると 64.7％、学校に通って

いる 25.0％を足すと、89.7％と、かなり高い率を示している。回答してきた人たちの多くは、生活

が比較的安定していると推察される。 

 

Q8 前の Q7 で「1.働いている」を選んだ人にお聞きします。 

 

①現在、 あなたはいくつの勤務先で働いていますか。 

 

87.8％が１か所で 12.2％が 2か所という結果になっている。Q7の結果と同様の傾向が見られる。 

 

 

 

 

専門学校・短期大学, 35.0%

4年制大学, 35.0%

全日制高校, 15.0%

定時制・通信制高校, 10.0%

その他（支援学校）, 5.0%Q9

 

全日制高校, 41.9%

中学校, 19.4%
専門学校・短期大学, 

14.5%

その他, 9.7%

定時制・通信制高校, 

8.1%

4年制大学, 6.5%
Q10
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②現在の働き方は、以下のどれに当てはまりますか。 

 

前の質問の回答は「1ヶ所で働いている」が多かったが、正社員の割合は 34.1%と、それほど高くな

く、契約・派遣・パート・アルバイトの割合が 56.8％となっており、就労継続の危うさも見られる。 

 

Q9 前の Q7 で「2.学校に通っている」を選んだ人にお聞きします。現在、どの学校に通っていますか。 

 

専門学校・短期大学、4年制大学を合わせると、70%となっている。当時、コロナ禍で就職が難しい

こともあって、進学を勧めたケースもあったという情報もあった。 

 

Q10 最終学歴(最後に卒業・修了した学校)を教えてください。 

 

中卒の学歴で社会に出た人が 19.4％となっている。その人たちが現在どのような職種に就いてい 

るのかの調査項目があっても良かったのではないかと思われた。 

特別支援学校高等部の選択肢がなかったため、全日制高校を選択した人もあったと思われる。 

   2022年リクルート総研の調査によると、進学率は 4年制大学では 55.3％、短期大学は 3.7％、専門

学校は 16.7％であることと比較すると、今回調査回答者の学歴が４年制大学 6.5％、専門学校・短期

大学 14.5％という現状はあまりに格差があると言わざるを得ない。 

 

 

 

（３）住まい・家計のこと 

Q11 施設等を退所した直後、どのようなところに住みましたか。 

1．民間：賃貸住宅（アパート・マンション等）   32 51.6% 

2. 公的：賃貸住宅（公団・県営・市営住宅など）  0 0.0％ 

3．自分の持ち家（戸建・マンション等）   2 3.2% 

4．自分の親の家   8 12.9% 

5．親せき・祖父母・きょうだいなどの家   4 6.5% 

6. 友人の家  0 0.0% 

7．交際中の人の家  0 0.0% 

8．会社や学校の寮   3 4.8% 

9．福祉施設・自立援助ホーム   7 11.3% 

10．その他 

シェアハウス 1 1.6% 

元里親 3 4.8% 

社会的養護自立支援事業の枠組みで継続し

て施設で生活 
1 1.6% 

入院 1 1.6% 

計 62 100.0% 

 

  

 

民間：賃貸住宅（アパート・マンション等）, 

51.6%

自分の親の家, 12.9%
福祉施設・自立援助ホーム, 11.3%

親せき・祖父母・きょうだい等の家, 

6.5%

会社や学校の寮, 4.8%

その他、元里親, 12.9%Q11



13 

 

 

Q12 現在は、どのようなところに住んでいますか。 

1．民間：賃貸住宅（アパート・マンション等） 32 51.6% 

2．公的：賃貸住宅（公団・県営・市営住宅など 0 0.0％ 

3．自分の持ち家（戸建・マンション等） 1 1.6% 

4．自分の親の家 6 9.7% 

5．親せき・祖父母・きょうだいなどの家 4 6.5% 

6．友人の家 0 0.0% 

7．交際中の人の家 1 1.6% 

8．会社や学校の寮 4 6.5% 

9．福祉施設・自立援助ホーム 9 14.5% 

10．以前住んでいた里親の家や施設 3 4.8% 

11．その他（シェアハウス・社会的養護自立支援制度関係） 2 3.2% 

計 62 100.0% 

 

 

Q13 現在、誰と暮らしていますか。(複数回答) 

1．ひとり暮らし 39 60.0% 

2．交際中の人 3 4.6% 

3．配偶者（結婚相手） 0 0.0% 

4．自分の子ども 0 0.0% 

5．自分の親 6 9.2% 

6．配偶者の親 0 0.0% 

7．きょうだい 1 1.5% 

8．祖父母 3 4.6% 

9．親せき 4 6.2% 

10．友人 1 1.5% 

11．その他 

シェアハウスの人たち 

8 12.3% 

元里親 

施設職員、入所児 

障害者の方と 6名で共同生活 

先輩 

養母 

グループホーム 

利用者 

計 65 100.0% 

 

 

民間：賃貸住宅（アパート・マンション

等）, 51.60%

福祉施設・自立援助ホーム, 14.50%
自分の親の家, 9.70%

親せき・祖父母・きょうだいなど

の家, 6.50%

会社や学校の寮, 6.50%

その他, 11.3%
Q12

 

ひとり暮らし, 60.0%

その他（シェアハウスの人たち、元里親、施設職員、入所児、障害者の方と6名で

共同生活、先輩、養母、グループホーム、利用者）, 12.3%

自分の親, 9.2%

その他, 7.7%

親せき, 6.2% 交際中の人, 4.6%Q13
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Q14 前の Q13で「4.自分の子ども」を選んだ人にお聞きします。 

① 現在、何人の子と一緒に暮らしていますか。  ※該当なし 

② またその子は何歳ですか。全ての子どもの年齢を記入してください。  ※該当なし 

 

Q15 現在、毎月の収入(給料、アルバイト料、年金、奨学金など)と支出（家賃、食費、生活費、

学費など）を比べるとどちらが多いですか。 

1．収入のほうが多い（黒字） 22 35.5% 

2．収入と支出はほとんど同じくらい 20 32.3% 

3．支出のほうが多い（赤字） 6 9.7% 

4．わからない 14 22.6% 

計 62 100.0% 

 

Q16 現在の家計の状況として、当てはまるものを選んでください。（複数回答） 
1．貯金がある 39 56.5% 

2．返す奨学金がある 4 5.8% 

3．2．の奨学金以外に、ローンや借金がある 10 14.5% 

4．わからない 16 23.2% 

計 69 100.0% 

 

 

分析 （３）住まい・家計のこと (Q11～Q16) 
 

Q11 施設等を退所した直後、どのようなところに住みましたか。 

 

51.6%が民間住宅に入居している。選択肢 2は公営住宅だが、入居した人はなかった。調査対象者の

中には、保証人になってくれる人がいないため、住居探しに苦労した人もいたと思われるので、今

後、公営住宅入居も選択肢の一つになったらよいと思われる。 

 

Q12 現在は、どのようなところに住んでいますか。 

 

Q11で民間・賃貸住宅と答えた人の数と現在住んでいる場所として同じ数が出ている。同じ人が引

き続き住んでいるかどうかはわからないが、収入が安定しているためとか通学中のため貸付を受けて

いるために住み続けられている人が多いと思われる。Q11で公営住宅入居者がいなかったが、この設

問でも入居者はいなかった。令和 2 年度の「児童自立支援施設等への入所措置や里親委託等が解除さ

れた者の実態把握に関する全国調査」では、現在公的賃貸住宅へ入居している人が 2.7％（※推計 78

人：ｎ＝2,980より割り出した数値）あった。対象者が宮城県内の公的住宅入居の基準を満たしてい

ないのか、他の事情があるのか調査し、今後門戸を広げていく可能性を探ってはどうかと思われる。 

 

 

収入のほうが多い（黒字）, 35.5%

収入と支出はほとんど同じくらい, 32.3%

わからない, 22.6%

支出のほうが多い（赤字）, 9.7%Q15

 

貯金がある, 56.5%

わからない, 23.2%

奨学金以外に、ローンや借金がある, 

14.5%

返す奨学金がある, 5.8%Q16



15 

 

 

Q13 現在、誰と暮らしていますか。 

 

ひとり暮らしが 60.0％と最多だった。アフターケア事業の中で聞き取りを行うと、「施設から出る

際には『これで自由だ』などと思うが、施設など大勢で暮らす場所から急にひとり暮らしになると、

寂しく感じたり、どうしていいかわからない時、そばに誰もいないので不安になったりする。施設に

行ってみても、職員は今入所している子たちの対応で忙しそうなので、邪魔してはいけないと思っ

た。」などという言葉が聞かれる。近年、寂しさからＳＮＳに友達を求め、被害に会うことも少なく

ないため、ひとり暮らしの人たちには特に丁寧な対応が望まれる。 

  

Q14 前の Q13 で「4.自分の子ども」を選んだ人にお聞きします。 

 

配偶者や子どもがいると答えた人はいなかった。Q3で、調査対象者が 24 歳までと若いこともある

かもしれないが、家族関係や経済状態で結婚等が難しい状況もあるのではと推察される。 

 

Q15 現在、毎月の収入(給料、アルバイト料、年金、奨学金など)と支出（家賃、食費、生活費、学費な

ど）を比べるとどちらが多いですか。 

 

収支が同じくらい以上という回答が 67.8%に上っているが、収支がわからないとした回答が

22.6％、赤字が 9.7%の人たちは金銭管理がうまくいっていないのではないかという懸念がある。 

 

Q16 現在の家計の状況として、当てはまるものを選んでください。 

 

奨学金以外のローンや借金ありが 20.3％あった。返済についてどう考えているかの調査項目が 

あってもよかった。わからないと答えた 23.2％については、非常に不安な要素があるのではないか

と思われる。 

 

 

（４）健康・医療のこと    ※施設や里親 ・ ファミリーホームのことを 「施設等 」 としています。 

 

Q17 現在の心身の状態等として、当てはまるものを選んでください。（複数回答） 

1．健康である 45 62.5% 

2．通院している 12 16.7% 

3．入院中である 0 0.0% 

4．通院していないが体調が悪い 5 6.9% 

5．障害認定を受けている（難病を除く） 8 11.1% 

6．難病の指定を受けている 1 1.4% 

記入無 1 1.4% 

計 72 100.0% 

 

 

Q18-1最近 1か月の間に、健康上の理由で

寝込んだり、仕事や学校を休んだり、家事

ができなかったことはありますか。 

1．なかった 42 67.7% 

2．あった 20 32.3% 

計 62 100.0% 

 

 

健康である, 62.5%

通院している, 16.7%

障害認定を受けている（難病を除く）, 

11.1%

通院していないが体調が悪い, 6.9%

記入無, 1.4%
その他, 1.4%Q17

 

なかった, 

67.7%

あった, 

32.3%

Q18-1
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Q18-2 「2．あった」と答えた方にお聞きします。１か月のうち何日くらいでしたか。 

1日 3 15.0% 

3日 4 20.0% 

5日 1 5.0% 

6日 1 5.0% 

7日 4 20.0% 

10日くらい 4 20.0% 

13日くらい 1 5.0% 

1か月 2 10.0% 

計 20 100.0% 

 

Q19 過去 1年間に、病院や歯医者に行きたいのに、行けなかったことがありますか。 

1．なかった 47 75.8% 

2．あった 15 24.2% 

計 62 100.0% 

 

Q20 前の Q19で「2.あった」と回答した方にお聞きします。その理由として、当てはまるものを

選んでください。（複数回答） 

1．お金がかかるから 10 38.5% 

2．保険証がないから 1 3.8% 

3．時間がないから 6 23.1% 

4．病院が遠いから 3 11.5% 

5．通院等について相談できる人や付き添ってくれる人がいないから 2 7.7% 

6．どの病院にいけばいいかわからないから 3 11.5% 

7．コロナの時、病院が混んでいて受け入れて貰えなかった 1 3.8% 

計 26 100.0% 

 

 

Q21 施設等で生活していた時に治療・通院・カウンセリング等を受けていましたか。 

 

1．はい 31 50.0% 

2．いいえ 31 50.0% 

計 62 100.0% 

 

 

Q22 前の Q21で「１．はい」を選んだ方にお聞きします。施設等を退所した後に、治療・通院・

カウンセリング等を受けたいけれど受け

られなくなったことがありますか。 
1．なかった 28 84.8% 

2．あった 5 15.2% 

計 33 100.0% 

※Q21の１の回答数は 31だったが、この設問での回答は 33であった。理由は不明のためそのまま掲載した。 

 

  

 

なかった, 75.8%あった, 24.2%
Q19

 

お金がかかるから, 38.50%

時間がないから, 23.10%
病院が遠いから, 11.50%

どの病院にいけばいいか

わからないから, 11.50%

通院等について相談できる人や付き添って

くれる人がいないから,, 7.70%

その他, 7.7%Q20

 

はい, 50.0%いいえ, 50.0%

Q21

 
なかった, 

84.8%

あった, 

15.2%

Q22

 
0 1 2 3 4 5

1日
3日
5日
6日
7日

10日くらい
13日くらい

1か月

１か月のうち何日くらいか
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Q23 前の Q22で「2.あった」を選んだ人にお聞きします。治療・通院等がしづらくなった理由は

何ですか。（複数回答） 
1．お金がかかるから 3 27.3% 

2．保険証がないから 1 9.1% 

3．時間がないから 2 18.2% 

4．通院等について相談できる人や付き添ってくれる人がいないから 2 18.2% 

5. 引っ越しなどで、今までの通院先やカウンセリング先に行けなくなったから 0 0.0% 

6．どの病院にいけばいいかわからないから 2 18.2% 

7. 病院に断られた 1 9.1% 

計 11 100.0% 

 

Q24 これまでに病院にかかった時、 どのように治療費を支払いましたか。（複数回答） 

1．保険証を見せる 51 68.9% 

2．医療券・調剤券を渡す 5 6.8% 

3．全額を自費で払う 7 9.5% 

4．わからない 6 8.1% 

5．その他 

言いたくない 2 2.7% 

施設にいる証明書カードを見せて無料にしてもらっていた 1 1.4% 

自立支援医療受給者証 1 1.4% 

指定難病などで無料 1 1.4% 

計 74 100.0% 

 

分析（４）健康・医療のこと(Q17～24) 
 

Q17 現在の心身の状態等として、当てはまるものを選んでください。 

 

健康であるが 62.5％、残りの 37.5%は健康に問題がある。対象者が 10代～20代であることを考

えると健康に問題がある人の率が高いように思われる。 

 

Q18-１ 最近 1 か月の間に、健康上の理由で寝込んだり、仕事や学校を休んだり、家事ができなかった

ことはありますか。 

 

1 ヶ月のうちの体調不良があった人が、回数者 62人のうち 20人と、かなり高率である印象があ

った。 

 

Q18-2  Q18-1 で 「2．あった」と答えた方にお聞きします。１か月のうち何日くらいでしたか。 
 

体調不良があった 20人のうち 2人は 1ヶ月全部、1週間以内が 13人、10日～13 日が 5人と、か  

なり心配な状況にある。 

 

Q19 過去 1 年間に、病院や歯医者に行きたいのに、行けなかったことがありますか。 

 

   62 人中 15人が病院や歯医者に行きたいのに、行けなかったことがあったと回答。 

 

Q20 前の Q19 で「2.あった」と回答した方にお聞きします。その理由として、当てはまるものを選んで

ください。 

 

   「お金がかかるから」が、10 人あった。その他、時間がない、病院が遠い、どの病院に行けばい

いかわからない、相談できる人や付き添ってくれる人がいないなど、様々な理由があった。金銭的な

理由で受診できず、健康を害してしまうことは何とか回避したいところであり、生活保護とは別の若

者に対する支援が望まれる。 

 

Q21 施設等で生活していた時に治療・通院・カウンセリング等を受けていましたか。 

 

「はい」と「いいえ」がちょうど半数の 31であった。 
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Q22 前の Q21 で「１．はい」を選んだ方にお聞きします。施設等を退所した後に、治療・通院・カウン

セリング等を受けたいけれど受けられなくなったことがありますか。 

 

Q22は複数回答ではなかったので、Q21 との関連でいうと 31人の回答であるべきだったが、回答 

した 33人中 5名が受けられなくなったと答えている。 

 

Q23 前の Q22 で「2.あった」を選んだ人にお聞きします。治療・通院等がしづらくなった理由は何です

か。 

       Q20の回答と似た結果となっている。 

 

Q24 これまでに病院にかかった時、 どのように治療費を支払いましたか。 

 

保険証を持っていると思われる人が 51 人、その他医療券、社会的養護対象者である証明等を提示

が 8人。全額自費 7人、わからない 6人等、通院が難しい様子がある人も 13人ほどいる。保険制度

について理解ができているのかも不安な状況である。 

 

 

（５）退所前・退所後のサポートのこと 

 

Q25 この 1年間で、施設職員、里親、ファミリーホーム職員等とどのくらい連絡をとりましたか。

(「連絡」とは対面・手紙・電話・メール・S N Sなどによるもの)  

1．週 1回以上 9 14.5% 

2．月に 1回以上 16 25.8% 

3．2～3か月に 1回以上 13 21.0% 

4．半年間に 1回以上 13 21.0% 

5．1年間に 1回程度 4 6.5% 

6．1年間に 1回もない 7 11.3% 

計 62 100.0% 

 

 

Q26 施設等との連絡の頻度は多いと感じますか、少ないと感じますか？ 
1．とても多い 5 8.1% 

2．やや多い 9 14.5% 

3．どちらともいえない 32 51.6% 

4．やや少ない 7 11.3% 

5．とても少ない 9 14.5% 

計 62 100.0% 

 

 

月に1回以上, 25.8%

2～3か月に1回以上, 21.0%

半年間に1回以上, 21.0%

週1回以上, 14.5%

1年間に1回もない, 11.3%

1年間に1回程度, 6.5%Q25

 

どちらともいえない, 51.6%

やや多い, 14.5%

とても少ない, 14.5%

やや少ない, 11.3%

とても多い, 8.1%
Q26
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Q27 施設等で生活していた人たちの集まり（交流会）や団体とのつながりや関わりはあります

か。（複数回答） 

1．同じ施設等で生活していた人たちの集まり（同窓会等）とつながりがある 20 31.3% 

2．施設等で生活していた人たちが中心となっている団体とつながりがある 5 7.8% 

3．1・2以外の施設等で生活していた人の集まりとつながり(交流会参加など)とつながりがある 6 9.4% 

4．つながりがないが、つながりたい 3 4.7% 

5．つながりがなく、つながらなくてよい 30 46.9% 

計 64 100.0% 

 

 

Q28 もし困ったことがあったときに、相談できる相手はだれ（どこ）ですか。（複数回答） 

1．施設等で生活をしたことのある友人 13 8.7% 

2．「1．」以外の友人 23 15.4% 

3．交際中の人または配偶者（結婚相手） 15 10.1% 

4．自分の親 11 7.4% 

5．交際中の人(または配偶者)の親 3 2.0% 

6．元里親 11 7.4% 

7．きょうだい 5 3.4% 

8．親せき・祖父母 6 4.0% 

9．施設の（元）職員 26 17.4% 

10．職場の人 16 10.7% 

11．相談支援機関の人 8 5.4% 

12．児童相談所の人 1 0.7% 

13．チャイルドラインみやぎ 4 2.7% 

14．いない 3 2.0% 

15．誰かに相談したいと思わない 1 0.7% 

16. わからない 2 1.3% 

17．その他（内容によってはいない） 1 0.7% 

計 149 100.0% 

 

0 5 10 15 20 25 30

17．その他（内容によってはいない）
16．わからない

15．誰かに相談したいと思わない
14．いない

13．チャイルドラインみやぎ
12．児童相談所の人

11．相談支援機関の人
10．職場の人

9．施設の（元）職員
8．親せき・祖父母

7．きょうだい
6．元里親

5．交際中の人(または配偶者)の親
4．自分の親

3．交際中の人または配偶者（結婚相手）
2．「1．」以外の友人

1．施設等で生活をしたことのある友人

相談できる相手

 

つながりがなく、つながらなくてよい, 

46.9%

同じ施設等で生活していた人たちの集まり

（同窓会等）とつながりがある, 31.3%

その他の施設等で生活していた人の集まり

とつながり(交流会参加など)とつながりが

ある, 9.4%

施設等で生活していた人たちが中心と

なっている団体とつながりがある, 7.8%

つながりがないが、

つながりたい, 4.7%

Q27
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Q29 施設にいる間や退所するまでに、どのようなサポートを受けたり、学習会で学んだりしまし

たか。(複数回答) 

1．困りごとやわからないことの相談先の紹介や相談方法についての学習 25 8.1% 

2．勉強の指導 21 6.8% 

3．履歴書の書き方や面接指導など就職活動のサポート 15 4.9% 

4．退所後の住まい探し 28 9.1% 

5．学習会（生活費について） 23 7.5% 

6．家事（料理・掃除等）の練習 24 7.8% 

7．学習会（性に関すること） 17 5.5% 

8．学習会（仕事に関すること） 18 5.9% 

9．学習会（食事と栄養） 14 4.6% 

10．学習会（スマホ・インターネット・SNS） 20 6.5% 

11．退所後の生活に関する冊子や資料の配布 15 4.9% 

12．行政サービスの利用方法や年金、医療保険の説明 16 5.2% 

13．保証人の確保 8 2.6% 

14．奨学金制度の案内や申請 12 3.9% 

15．職場訪問・職場体験 12 3.9% 

16．施設等以外での一人暮らし体験 9 2.9% 

17．退所後の不安の相談 17 5.5% 

18．何もサポートは受けなかった 2 0.7% 

19．わからない 11 3.6% 

計 307 100.0% 

 

  

0 5 10 15 20 25 30

19.わからない

18.何もサポートは受けなかった

17.退所後の不安の相談

16.施設等以外での一人暮らし体験

15.職場訪問・職場体験

14.奨学金制度の案内や申請

13.保証人の確保

12.行政サービスの利用方法や年金、医療保険の説明

11.退所後の生活に関する冊子や資料の配布

10.学習会（スマホ・インターネット・SNS）

9.学習会（食事と栄養）

8.学習会（仕事に関すること）

7.学習会（性に関すること）

6.家事（料理・掃除等）の練習

5.学習会（生活費について）

4.退所後の住まい探し

3.履歴書の書き方や面接指導など就職活動のサポート

2.勉強の指導

1.困りごとやわからないことの相談先の紹介や相談方法についての学習

退所・委託解除するまでに受けたサポート
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Q30 施設等を退所した後、退所した施設等や相談支援機関(チャイルドラインみやぎを含む)か

ら、どのようなサポートを受けましたか。（複数回答） 

1. イベントや交流会 16 9.3% 

2．誕生日や成人式などのお祝い 7 4.1% 

3．日常的な雑談・相談 20 11.6% 

4．不安やトラブルなどの悩み相談 24 14.0% 

5. 学業の相談・サポート 5 2.9% 

6．食事や食料の提供 18 10.5% 

7．住まいや職場への訪問 10 5.8% 

8．住まい探し 9 5.2% 

9．就職先探し 7 4.1% 

10．お金の借り入れ・補助 6 3.5% 

11．金銭管理のサポート 12 7.0% 

12．行政の窓口の紹介 7 4.1% 

13．住まいの提供 5 2.9% 

14．サポートは受けてない 9 5.2% 

15．わからない 16 9.3% 

16．その他（引越しの手伝い） 1 0.6% 

計 172 100.0% 

 

 

Q31 施設等で生活していたときから現在までをふり返って、これまで受けたサポートをどう思っ

ていますか。①～⑥それぞれについて、教えてください。 

①児童相談所の職員の対応 

0 5 10 15 20 25 30

16．その他（引越しの手伝い）

15．わからない

14．サポートは受けてない

13．住まいの提供

12．行政の窓口の紹介

11．金銭管理のサポート

10．お金の借り入れ・補助

9．就職先探し

8．住まい探し

7．住まいや職場への訪問

6．食事や食料の提供

5．学業の相談・サポート

4．不安やトラブルなどの悩み相談

3．日常的な雑談・相談

2．誕生日や成人式などのお祝い

1．イベントや交流会

退所後に受けたサポート

1．よくなかった 1 1.6% 

2．あまりよくなかった 5 8.1% 

3．ふつう 17 27.4% 

4．まあよかった 9 14.5% 

5．よかった 23 37.1% 

6．わからない・覚えていない 7 11.3% 

計 62 100.0% 

 

よかった, 37.1%

ふつう, 27.4%
まあよかった, 14.5%

わからない・覚えていない, 11.3%

あまりよくなかった, 8.1%

よくなかった, 1.6%Q31-1
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②一時保護所の職員の対応 

1．よくなかった 4 6.5% 

2．あまりよくなかった 2 3.2% 

3．ふつう 15 24.2% 

4．まあよかった 4 6.5% 

5．よかった 13 21.0% 

6．わからない・覚えていない 8 12.9% 

7．利用したことがない 16 25.8% 

計 62 100.0% 

 

③施設等での生活・施設職員等の対応 

1．よくなかった 0 0.0% 

2．あまりよくなかった 0 0.0% 

3．ふつう 13 21.0% 

4．まあよかった 8 12.9% 

5．よかった 34 54.8% 

6．わからない・覚えていない 7 11.3% 

計 62 100.0% 

 

 

④退所に向けたサポート 
1．よくなかった 0 0.0% 

2．あまりよくなかった 3 4.8% 

3．ふつう 12 19.4% 

4．まあよかった 7 11.3% 

5．よかった 28 45.2% 

6．わからない・覚えていない 8 12.9% 

7．利用したことがない 4 6.5% 

計 62 100.0% 

 

  

 

利用したことがない, 25.80%

ふつう, 24.20%よかった, 21.00%

わからない・覚えていない, 12.90%

よくなかった, 6.50%

その他, 9.7%Q31-2

 

よかった, 54.8%

ふつう, 21.0%

まあよかった, 12.9%

わからない・覚えていない, 11.3%

よくなかった, 0.0% あまりよくなかった, 0.0%Q31-3

 

よかった, 45.2%

ふつう, 19.4%

わからない・覚えていない, 12.9%

まあよかった, 11.3%

利用したことがない, 6.5%

その他, 4.8%Q31-4
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⑤退所後の施設等からのサポート 

1．よくなかった 0 0.0% 

2．あまりよくなかった 2 3.2% 

3．ふつう 10 16.1% 

4．まあよかった 6 9.7% 

5．よかった 27 43.5% 

6．わからない・覚えていない 8 12.9% 

7．利用したことがない 9 14.5% 

計 62 100.0% 

 

⑥退所後の施設等以外からのサポート 

1．よくなかった 2 3.2% 

2．あまりよくなかった 1 1.6% 

3．ふつう 15 24.2% 

4．まあよかった 3 4.8% 

5．よかった 18 29.0% 

6．わからない・覚えていない 13 21.0% 

7．利用したことがない 10 16.1% 

計 62 100.0% 

 

 

Q32 前の Q31について、今後改善してほしいことなどがあれば具体的に教えてください。 

(自由記述) 

どこに行って相談しても途中でうまくいかなくなる 

一時保護所の職員の態度の悪さや生活のスタイルが、児童にとって、とてつもなくストレスがあるように感じたた

め、根本を見つめ直した方がよいと思われる。（トラウマを刺激する可能性もあるため） 

また、現在は退職済みだが、200X年度の職員に不適切な対応を受けたことがあるので要注意。 

会ったことがない人だと、何事もお願いするハードルが非常に高いため、あまり気安くチャイルドラインさんなどを

利用できない 

子供の成長は環境によって左右されることだと思います。 

子供一人一人が心に傷をつけながら児童相談所などにいるため「あたたかい」環境というのは大事なのかと考えてい

ます。いろいろな子供がいますがぜひ手をさしのべてほしいと思います。 

仙台以外にサポートしてくれるところがあればいい。それか元の施設の人が時間できるようになればいい。 

 

  

 

よかった, 43.5%

ふつう, 16.1%

利用したことがない, 14.5%

わからない・覚えていない, 12.9%

まあよかった, 9.7% その他, 3.2%Q31-5

 

よかった, 29.0%

ふつう, 24.2%
わからない・覚えていない, 21.0%

利用したことがない, 16.1%

まあよかった, 4.8%

その他, 4.8%Q31-6
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Q33 施設等を退所する前に、不安だったことや心配だったことはどんなことでしたか。 

（複数回答） 

1．学校のこと 10 5.6% 

2．仕事のこと 18 10.0% 

3．生活費や学費のこと 29 16.1% 

4．住まいのこと 18 10.0% 

5．借金のこと 1 0.6% 

6．家族・親せきのこと 17 9.4% 

7．人間関係のこと 15 8.3% 

8．孤独感のこと 12 6.7% 

9．健康のこと（身体的） 9 5.0% 

10．健康のこと（精神的） 10 5.6% 

11．家事や食事のこと 7 3.9% 

12．妊娠や出産、子育てのこと 1 0.6% 

13．将来のこと 22 12.2% 

14．不安なことはなかった 5 2.8% 

15．覚えていない 6 3.3% 

計 180 100.0% 

 

Q34 現在の暮らしのなかで、困っていること、不安なこと、心配なことはありますか。 

（複数回答） 

1．学校のこと 3 2.1% 

2．仕事のこと 12 8.5% 

3．生活費や学費のこと 19 13.4% 

4．住まいのこと 8 5.6% 

5．借金のこと 4 2.8% 

6．家族・親せきのこと 8 5.6% 

7．人間関係のこと 12 8.5% 

8．孤独感のこと 10 7.0% 

9．健康のこと（身体的） 9 6.3% 

10．健康のこと（精神的） 10 7.0% 

11．家事や食事のこと 4 2.8% 

12．妊娠や出産、子育てのこと 2 1.4% 

13．将来のこと 23 16.2% 

14．困っていることはない 13 9.2% 

15．その他 

人のお金を盗んでしまったこと 3 2.1% 

この国の未来 1 0.7% 

就職後のこと 1 0.7% 

計 142 100.0% 

 

 

0 5 10 15 20 25 30 35

1.学校のこと

2.仕事のこと

3.生活費や学費のこと

4.住まいのこと

5.借金のこと,

6.家族・親せきのこと

7.人間関係のこと

8.孤独感のこと

9.健康のこと（身体的）

10.健康のこと（精神的）

11.家事や食事のこと, 

12. 妊娠や出産、子育てのこと

13.将来のこと

14.不安なことはなかった

15.覚えていない

困っていること・不安なこと・心配なこと
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Q35 現在の暮らしのなかでの不安・心配なことに対して、今後利用したいサポートやサービスは

ありますか。（複数回答） 

1．現在の悩みやメンタルヘルス等について電話や SNSで相談できる【非対面の相談窓口】 7 7.4% 

2．「1．」以外で【気軽に訪問・相談できる公的な相談窓口】 5 5.3% 

3．行政サービス、医療、年金など【公的な制度・サービスに関する情報の提供】 8 8.5% 

4．【退所者同士で交流できる場・イベント】 3 3.2% 

5．不安やトラブルなどを【相談できる機会や場所】 9 9.6% 

6．住宅の確保に活用できる給付金など【住居に関する支援】 9 9.6% 

7．食事の提供など【食事・食料に関する支援】 10 10.6% 

8．地域若者サポートステーションやハローワーク、公共職業訓練など【就業・就労に関する支援】 3 3.2% 

9．奨学金や、生活費の貸付、生活保護などの【金銭面に関する支援】 11 11.7% 

10．妊娠・出産に関する相談や、子育て相談、育児講座など【妊娠・出産・子育てに関する支援】 2 2.1% 

11．利用してみたいサポート・サービス等はない 27 28.7% 

計 94 100.0% 

 

 

Q36 いま目標としていることや向き合いたいこと、生活する上での希望や願望があれば教えてく

ださい。犬を飼いたい、資格を取りたいなど、転職したい、結婚したいなど、自由に記入してく

ださい。（自由記述） 

お金がほしい 

お金を稼ぐ 

お金を貯めたい 

サッカー選手 

とりあえず自活できるようになること。 

ねこを飼いたい。 

バイトをしてお金を貯めて友達と遊びたい 

ひとり暮らし 一般就労  

引っ越して結婚して子供も産む 

何に対してもやる気が出ず、やりたいことも特にない。正直自分の未来に希望はないと思っている。逃げたい。 

海外に住んでみたい 

結婚をして子供がいる家庭を築きたい 

健康的に過ごしたい。（去年の 10月に気管支炎にかかったから） 

元気になりたい 不安にならないようになりたい 

後悔がないように生きられればいい。 

国家試験に向けて勉強中です 

今現在将来のために貯金している。 

0 5 10 15 20 25 30

11．利用してみたいサポート・サービス等はない

10．妊娠・出産に関する相談や、子育て相談、育児講座な…

9．奨学金や、生活費の貸付、生活保護など…

8．地域若者サポートステーションやハローワーク、公共職…

7．食事の提供など【食事・食料に関する支援】

6．住宅の確保に活用できる給付金など【住居に関する支援】

5．不安やトラブルなどを【相談できる機会や場所】

4．【退所者同士で交流できる場・イベント】

3．行政サービス、医療、年金など…

2．「1．」以外で【気軽に訪問・相談できる公的な相談窓…

1．現在の悩みやメンタルヘルス等について…

今後利用したいサポートやサービス
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仕事を長くつづけてちょきんをためる。わるい事をしないようになりたい。 

資格を取りたい、ペットが欲しい、結婚したい 

自立して生活したい 

車が欲しい、私生活を豊かにしたい、仕事もがんばりたい 

車の免許を取りたい。 

就活頑張る！ 

就職したい 

精神面での悩みやストレスを少しでも減らしたい 

動物を飼う、色んな資格を取りたい 

猫を飼いたい。プログラミングの資格を取りたい。親友や恋人など、頼れる人を作る。 

猫を飼いたいと思っている 

彼女を作る。 

墓石をたてたい 

システムエンジニアの資格をとりたい。 

結婚したい。 

 

Q37 前の Q36のことを実現するためには、どのようなサポートやサービスなどがあったらいいと

思いますか。（自由記述） 

ホームの職員さんともっと関わってもらえたらありがたいと思います 

一緒にアパートや仕事を探してくれるところ 

応援すること？ 嬉しいから！ 

合コン 

今までどおりだれかに近くでみまもってもらいたい。 

資金制度 

児童がやってみたいことを早いうちに引き出してあげる。（本人も知らないようなことも）サポートがあればなお

よい。 

自信をもつ 

奨学金の返済サポート等あると助かります 

相談できる機会や場所 

食糧支援 

貸与型の貸付とかがあればいいなと思ったことはあります。 

特にありません（５名） 

わかりません（２名） 

 

分析（５）退所前・退所後のサポートのこと(Q25～Q37) 

 
Q25 この 1 年間で、施設職員、里親、ファミリーホーム職員等とどのくらい連絡をとりましたか。(「連

絡」とは対面・手紙・電話・メール・S N S などによるもの)  

 

週１回以上が 14.5%あるのに対し、1年に 1回もないのが 11.3％と、かなり差がある。平均的に 

は半年間に 1回程度くらいか。 

 

Q26 施設等との連絡の頻度は多いと感じますか、少ないと感じますか？ 

 

どちらともいえない、やや少ない、とても少ない、を合わせて 77.4％となっている。 

 

Q27 施設等で生活していた人たちの集まり（交流会）や団体とのつながりや関わりはありますか。 

 

つながりがなく、つながらなくてよいが 46.9％を占めた。理由を聞く項目があっても良かったか

もしれない。次いで、同じ施設等で生活していた人たちの集まり（同窓会等）とつながりがあると

いう人が 31.3％あった。「3．1・2以外の施設等で生活していた人の集まりとつながり（交流会参

加など）とつながりがある」の回答が６人あった。「4．つながりがないが、つながりたい」という

人に情報を届ける方法を工夫する必要がある。 
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Q28 もし困ったことがあったときに、相談できる相手はだれ（どこ）ですか。 

 
施設職員（元を含む）が最多で 17.4％、施設以外の友人が 15.4％、職場の人が 10.7％、交際中の

人が 10.1％、施設内での友人 8.7％、親と元里親が 7.4％、親、きょうだい、祖父母、親戚などを合

わせた親族が 11.7％と、意外に親族との交流がある人が多いことがわかった。１以外の友人が 15％

と多いが、通学中の対象者が多いこともあって、友人に相談しているためと思われる。職場の人な

ど、新たな人間関係ができている様子もうかがえる。 

 

Q29 施設にいる間や退所するまでに、どのようなサポートを受けたり、学習会で学んだりしましたか。 

 
退所後の住まい探しが最多となっており、住居確保が困難であることや、本人が行う最初の大き

な契約ということで、サポートを受けることが多かったと思われる。次いで多かったのが、1.困り

ごとやわからないことの相談先の紹介や相談方法についての学習であったが、誰にどのような相談

をしたかの質問もあるとよかったと思われた。 

仙台市児童養護施設入所児童等自立支援事業では、「学習会」「施設以外での一人暮らし体験」

「職場訪問・体験」を実施していた。この事業の対象者は当初施設が設置されている仙台市の事業

として開始されたが、のちに入所施設や措置元では対象者を分けないで、すべての入所児童や里親

委託児童に対象を広げている。 

「学習会」とは、ソーシャルスキル習得を目指し、主に児童養護施設内で様々なテーマで専門の

講師が行ったものであり、「施設以外での一人暮らし体験」は、受託者が借り上げているアパート

で、対象者が日帰りで調理、洗濯、掃除などを行うと共に、防犯やゴミ出しのルールなど、施設と

アパートでの一人暮らしの違いを体験するものである。また、受託者が企業などと共に立案して、

職場訪問・体験を行った。コロナ禍で中止も多かったが、今回の統計上 92人が学習会を、9 人が施

設外での一人暮らし体験を選択し、全体の 32.9％となっていることで、成果の一端が見られた。一

方で、何もサポートは受けなかった、わからないと回答した人が 13人あることも見逃せない。 

 
Q30 施設等を退所した後、退所した施設等や相談支援機関(チャイルドラインみやぎを含む)から、どの

ようなサポートを受けましたか。 

 
1 位が不安やトラブルなどの悩み相談、2位が日常的な雑談・相談、3位が食事や食料の提供、4

位がイベントや交流会、5位が金銭管理のサポートとなっている。相談などについては誰かとつなが

っている状況と思われるが、食事や食料の提供を受けていることや、金銭管理のサポートを受けて

いることについては、日常生活が困難である状況も想像される。 

 
Q31 施設等で生活していたときから現在までをふり返って、これまで受けたサポートをどう思っていま

すか。①～⑥それぞれについて、教えてください。 

 

児童相談所と一時保護所の職員の対応の評価がやや低めだが「ふつう、まあよかった、よかった」 

一時保護所の対応について「わからない、覚えていない、利用したことがない」の回答が多かった。

退所後のサポートについても同様の傾向が見られた。以下は比較したグラフ。 
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⑥退所後の施設等以外からのサポート

⑤退所後の施設等からのサポート

④退所に向けたサポート

③ 施設等での生活・施設職員等の対応

②一時保護所の職員の対応

① 児童相談所の職員の対応

これまでに受けたサポートについて

7．利用したことがない 6．わからない・覚えていない 5．よかった
4．まあよかった 3．ふつう 2．あまりよくなかった
1．よくなかった
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Q32 前の Q31について、今後改善してほしいことなどがあれば具体的に教えてください。(自由記述) 

 

一時保護所の対応について、訴えている人があった。 

会ったことがないと気安く依頼できないという指摘があった。できるだけ入所中に対象者と出会

っておくこと、措置解除直前ではなく、１年位前から児童相談所や里親と本人に出会って、アフタ

ーケアができる体制づくりを行う必要がある。 

全国で社会的養護自立援助事業を行っている事業所は増加しており、そのネットワークも広がっ

ている。実際に他県の事業所につなげた事例もあるので、対象者や施設・里親への広報を強化すべ

きと思われる。 

 
Q33 施設等を退所する前に、不安だったことや心配だったことはどんなことでしたか。 

 

生活費や学費のことが 16％、将来のことが 12％、仕事のことと住まいのことがどちらも 10％、次

いで家族・親戚のこと 9％と続いている。一人暮らしが多い割に、家族・親戚のことを 17人挙げて

いる。多くは親の虐待で社会的養護となった対象者が、退所後家族や親戚との間にどのような問題

があるのか、詳細な聞き取りがあるとよいのではないかと思われる。 

 
Q34 現在の暮らしのなかで、困っていること、不安なこと、心配なことはありますか。 
 

将来に不安を持ち、生活費・学費などお金のこと、次いで仕事、人間関係、孤独感、精神的健康

などに不安を持っている人が多い。 

 
Q35 現在の暮らしのなかでの不安・心配なことに対して、今後利用したいサポートやサービスはありま

すか。 

利用してみたいサポートはないという回答が多かったが、次いで、「奨学金、生活費の貸付、生

活保護など金銭面に関する支援」「食事・食料に関する支援」「住居の確保に活用できる給付金な

ど」の希望が多かった。相談窓口は多くあるが、どこへ行ったらよいかわからない、相談を躊躇す

るなどで、実際には相談していない様子がうかがえる。気軽な相談窓口としてアフターケア事業を

利用してもらえるよう、退所までに本人に事業内容を伝えることができる体制が望まれる。 

 

Q36 いま目標としていることや向き合いたいこと、生活する上での希望や願望があれば教えてくださ

い。犬を飼いたい、資格を取りたいなど、転職したい、結婚したいなど、自由に記入してください。 

（自由記述） 

 
お金 6 

自活・住まい 6 

資格 5 

ペット 5 

仕事・将来 5 

結婚 4 

友達・恋人 2 

健康 2 

子ども 2 

車・免許 2 

未来に希望はない 1 

悩み・ストレスの解消 1 

墓石をたてる 1 

後悔しない生活をしたい 1 
 43 

 

 

Q37 前の Q36 のことを実現するためには、 どのようなサポートやサービスなどがあったらいいと思いま

すか。（自由記述） 

 

特にない、わからないが合わせて 7 人あった。見守りや相談先を望む内容が 6人、資金制度や奨学

金返済サポート等 3人であったが、中には食糧支援を望むものもあり、生活の厳しい状況がうかがえ

る。合コンについては、出会いと将来の結婚・子どもを望むことにつながっていると思われるが、進

学者に比べ、就職者は出会いの場が少ないことも想像できる。 

 

対象者の記載内容を左表のように分類してみたとこ

ろ、お金に関すること、自活や住まいに関することが

6 人ずつ、資格、ペット、仕事・将来が 5 人ずつ、結

婚 4人、友達・恋人、健康、子ども、車・免許が 2人

ずつであった。資格を取りたいという回答も多かった

が、時間や経費の関係で難しさもあるのではないかと

想像される。運転免許など入所中にとれたら良い資格

などもあった。ひとり暮らしの寂しさからか、ペット

（猫）を飼いたいという希望が多かった。ペットを飼

える住居を確保するのも難しいのではないだろうか。

未来に希望はないとか、墓石を立てるという回答があ

ったことが気になるところである。 
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（６）その他 

Q38 東日本大震災の時（2011 年 3月 11日）何歳でしたか。 

4歳 2 3.2% 

5歳 3 4.8% 

6歳 12 19.4% 

7歳 6 9.7% 

8歳 5 8.1% 

9歳 9 14.5% 

10歳 10 16.1% 

11歳 9 14.5% 

12歳 1 1.6% 

未記入 5 8.1% 

計 62 100.0% 

 

Q39 東日本大震災の影響を感じることがありますか。 

 

1．ある 11 18.3% 

2．ない 49 81.7% 

計 60 100.0% 

 

 

Q40 前の Q39で「ある」と答えた方にお聞きします。そればどのようなことか教えてください。

（自由記述） 

2024.1.1 の能登半島地震での映像を見たとき久々に恐怖を感じた。 

ご飯食べてる時とかに家族がいたらな、と考えることがある 

サイレンの音やアラームの音が異常に怖く感じる。 

また来て欲しくない。 

家が無くなった 

周囲の環境 

精神面での影響 

地震の時に喘息と過呼吸が出やすい 

地鳴りが怖い、音が怖い 

当時の映像や記録が見られない。 

目の前で家も人もながされた 

 

分析（６）その他 

 

東日本大震災の影響 
 

Q38 東日本大震災の時（2011 年 3 月 11 日）何歳でしたか。 

 

4 歳から 12歳まで存在したが、6歳 12人、10 歳 10人、9歳・11歳が 9人で、小学生以下だった。 

 

Q39 東日本大震災の影響を感じることがありますか。 

 

影響を感じることが「ある」と感じている人は 18％で 11 人あった。 

今回回答した人の 3倍の調査対象者がいるので、この項目の回答数を単純に 3倍と考えてみる

と、対象者のうち 33人ほどがトラウマを抱えているのではないかと懸念される。対象者の中には、

被災の結果、親族を失って社会的養護となった人もある。最近発生した能登半島地震などの報道を

見て、フラッシュバックを起こしていないかなども気がかりで、今後も慎重な支援が必要となって

いる。 

 

 

 

6歳, 19.4%

10歳, 

16.1%

9歳, 14.5%
11歳, 

14.5%

7歳, 9.7%

その他, 

25.8%

Q38

 

ない, 

81.7%

ある, 

18.3%

Q39
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Q40 前の Q39 で「ある」と答えた方にお聞きします。そればどのようなことか教えてください。 

 
家をなくした、家族を亡くした、人が流されるのを見たなど、当時の記憶が忘れられない人や、

サイレンやアラームの音に恐怖を感じるなどのほか、心身に影響が出たりしていることも記載され

ている。東日本大震災後の調査では、震災の体験が自分の子育てにも影響している若者の事例も報

告されているため、これらの対象者にはまだケアが必要と思われるため、アフターケアとしても心

のケアに取り組んでいく必要があると思われた。 

 

 

1 新型コロナウイルス感染症の影響を感じたことはありますか。 

 

1．ある 24 40.0% 

2．ない 36 60.0% 

計 60 100.0% 

 

Q42 前の Q41で「ある」と答えた方にお聞きします。それはどのようなことか教えてください。

（自由記述） 

オンラインで行う行事が増えて、便利になったと考える 

お店が減った 

マスクをしていたり、予防の意識が国民全員に根付いてきたと感じるため。 

マスクを常備するようになったことなど 

学校に行けなかった 

学校行事の制限。 

去年の 12月頃コロナウイルスにかかった 

現在通学している大学の学生生活が半分以上オンラインになった。 

行動があまりできず青春ができなかった。 

高校生活がコロナで行事がなくなったりしたから 

仕事上コロナの影響をもろに受ける職業なので、仕事量が増える。 

自分がかかったから 

授業がオンラインの時期があったこと   外に出られない時期があったこと 

人に会うことが減った 

人前でマスクを外すのが嫌になった 

大学がほとんどオンライン授業だったこと。 

中高での学校、施設での生活 

物価が高くなった。 

無駄なマスクを着用しなければならない 

罹患したからです 

 

Q43 2020年に実施された、新型コロナウイルス感染症対策の国民 1人 10万円の特別定額給付金は

受け取りましたか。                  

1．はい 52 83.9% 

2．いいえ 7 11.3% 

無回答 3 4.8% 

計 62 100.0% 

Q44 前の Q43で「いいえ」と答えた方にお聞

きします。それはなぜですか。 

1．知らなかった 4 57.1% 

その

他 

よくわからない 1 14.3% 

家庭が非課税世帯であった

ため。 
1 14.3% 

祖父が受け取ったため。 1 14.3% 

計 7 100.0% 

 

ない, 60.0%

ある, 40.0%Q41

 

知らなかった, 

57.1%

よくわからない, 

14.3%

家庭が非課税

世帯であった

ため, 14.3%

祖父が受け取ったため, 14.3%Q44

 

はい, 

83.9%

いいえ, 

11.3%

無回答, 

4.8%
Q43
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Q45 宮城県で「社会的養護自立支援事業」を、仙台市で「仙台市児童養護施設等入所児童自立支

援・アフターケア事業」（同封の青い鳥イラスト三つ折りパンフレット参照）としてアフターケ

アをしていることを知っていましたか。 

1．はい 18 29.0% 

2．いいえ 42 67.7% 

無回答 2 3.2% 

計 62 100.0% 

 

新型コロナウイルス感染症の影響 

 
Q41 新型コロナウイルス感染症の影響を感じたことはありますか。 

    

「ある」が 24人で 40％、「ない」が 36人で 60％。日本で流行したのは 2020年からなので、そ

のころ学生だったり、就労していたりした人はかなり影響を受けていると思われる。 

 
Q42 前の Q41で「ある」と答えた方にお聞きします。それはどのようなことか教えてください。 

 

自分が罹患した、学生時代を十分に感じられなかった、マスクを常時着けていることや、仕事へ

の影響があったなど、様々な影響があったことが記載されている。 

 

Q43 2020 年に実施された、新型コロナウイルス感染症対策の国民１人 10 万円の特別定額給付金は受け取

りましたか。 

    

   かなり話題になったことで、情報が行き届いた結果と思われる。「はい」が 52 人で 83.9％と、 

ほとんどの人は受け取っていたが、11.3％の 7人は受け取っていなかった。 

 

Q44 前の Q43で「いいえ」と答えた方にお聞きします。それはなぜですか。 

 

受け取らなかった 7人のうち、「知らなかった」という人が 5人あった。アフターケア事業の

中では、郵便が来ても開封しないという人も多いので、書類を見ることもなかったことも考えられ

る。 

 
Q45 宮城県で「社会的養護自立支援事業」を、仙台市で「仙台市児童養護施設等入所児童自立支援・ア

フターケア事業」（同封の青い鳥イラスト三つ折りパンフレット参照）としてアフターケアをしている

ことを知っていましたか。 

 

知っていた人が 18 人で 29％というのはまだまだ広報が足りないということだが、Q29 でのべ 100

人以上が学習会や一人暮らし体験を行った記憶があるにしては数値が低い。宮城県・仙台市の事業

として行っているという認識がなかったかもしれない。 

児童養護施設での学習会ではパンフレットを渡しているが、里子や養護施設以外の対象者に届い

ていないこともあるため、今後様々な機会に説明を行なったり、パンフレットを渡したり、オンラ

インのツールを使って対象者に届く広報ができればよい。 

 

 

  

 

いいえ, 

67.7%

はい, 

29.0%

無回答, 

3.2%
Q45
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Q46 最後に、国や自治体（都道府県や市区町村）、施設等、里親に何か伝えたいことがあればメ

ッセージを自由に記入して下さい。（自由記述） 

ありがとうございました 

ありがとうございます 

お世話になりました。ありがとうございました。 

すごく感謝しています。 

里親に対して、ここまで立派に成長させて頂きとても感謝しています。 

どのような形で恩を返せるか分からないのですが自分なりに頑張ってみます。本当に有難う御座います。 

今まで手厚くサポートして頂きありがとうございました 

天使園の皆サポートしてくれてありがとう 

災害対策をしっかり行うようお願い致します。 

施設を退所して 2年目になりますが、一人暮らしに慣れません。 

毎日毎日悲しい気持ちです。自分ひとりではなんにもできなくて、とても情けないです。 

私は大学に行かせてもらっていますが、ほとんどの施設出身者は大学に行かず高校を卒業して働いています。 

それが悪いことではないですが、大学に行くと可能性が広がると身をもって実感したので、そのようなチャンスがあ

れば施設出身の人達にもどんどんチャレンジしてもらいたいと感じていますし、そのような環境づくりも必要だと感

じています。 

自分の両親に会いたい 

実親に実家にいた際虐待を受けたのに加え 36万円取られたままです。どうにかしたいくらいです。 

相談にのるって色んなところの人は言うけど、結局、何かしてくれるのは元いた施設 

ガソリン安くして 

虐待される子供たちが 1日でも早く減りますように。 
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Ｂ．施設対象調査結果  

   

 

凡例 

 

①以下、表中の単位のない数値は、但し書きのない限り、人数または件数を表す。 

 
②「チャイルドラインみやぎ」とは、宮城県より社会的養護自立支援事業業務を、仙台市より仙台市児童

養護施設入所児童等自立支援事業を受託し、対象者のアフターケアも行っている「特定非営利活動法人

チャイルドラインみやぎ」のこと。 

 

③調査項目大項目「（１）対象者の確認（２）基本属性（３）措置時点の状況（４）措置解除時の状況

（５）措置解除後の状況（６）貴所とのつながり（７）直近１年間で把握できている生活（８）現在の

困難（９）施設退所者などへのアフターケアの状況」ごとに、回答結果の表やグラフを記載した。その

後の囲み部分は、回答結果を分析した文章を記載している。 

 

④児童養護施設、自立援助ホーム、ファミリーホーム、児童自立支援施設ごとの表で２段になっていると

ころについて 

 ・施設種類、回答項目別の縦計は施設種類ごと各回答項目の数（項目ごと上段に記載）とパーセンテー

ジ（項目ごと下段に記載＝100.0%）の合計を示す。 

 ・横合計はすべての施設の回答数の合計（項目ごと上段に記載）とパーセンテージ（項目ごと下段に記

載）を表し、縦合計は以上の数（上段）とパーセンテージ（下段＝100.0%）を示す。 

 

 

（１）対象者の確認 

Q1 この調査の対象者 205 人 

過去 5年間（平成 30年 4 月から令和 5年 3月）に、中学卒業以降で措置解除、委託解除及び援

助解除となった児童等。 

  

（２）基本属性 

Q2 性別 

問 2 女性 男性 計 

施設別 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

児童養護施設 60 52.6% 54 47.4% 114 100% 

自立援助ホーム 24 42.1% 33 57.9% 57 100% 

ファミリーホーム 8 66.7% 4 33.3% 12 100% 

児童自立支援施設 8 36.4% 14 63.6% 22 100% 

計 100 48.8% 105 51.2% 205 100% 
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Q3 貴施設の入所年数 

問 3 児童養護施設 自立援助ホーム 
ファミリー 

ホーム 
児童自立支援施設  

 
 

旭
が
丘
学
園 

丘
の
家
子
ど
も
ホ
ー
ム 

小
松
島
子
ど
も
の
家 

小
百
合
園 

天
使
園 

ラ
・
サ
ー
ル
・
ホ
ー
ム 

昴 

せ
ん
だ
ん
の
家 

ま
き
ば
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル 

は
や
ぶ
さ 

ラ
パ
ン 

ロ
ー
ジ
ー
少
年
の
家 

き
む
ら
の
家 

ざ
お
う
ホ
ー
ム 

ど
ん
ぐ
り
と
や
ま
ね
こ 

み
ん
な
の
家 

さ
わ
ら
び
学
園 

計 

0～1年未満 1   1       5   2 1 7     1   3 21 

1～2年未満 1 1 2     3 6 3 1   4     3   18 42 

2～3年未満   1 1 4   2 5 4     4     1   1 23 

3～4年未満 1 1   2 2 1 1 5       1         14 

4～5年未満 1 1 1 2 1 9 1 5       1   1     23 

5～6年未満   1   1 1     1                 4 

6～7年未満   1   3 3 1           1         9 

7～8年未満 1       1 1                     3 

8～9年未満 1 1 2 2 2     1           1 1   11 

9～10年未満 2 3     1 1                     7 

10～11年未満   1 1 2 1 1                     6 

11～12年未満       1 2 1                     4 

12～13年未満       1 2                       3 

13～14年未満   1     2                       3 

14～15年未満   2   1 3 3   1                 10 

15～16年未満   6   3 3 1             1       14 

16～17年未満   4   1 2                       7 

17～18年未満   1                             1 

18～19年未満                                 0 

計 8 25 8 23 26 24 18 20 3 1 15 3 1 7 1 22 205 

施設別計 114 57 12 22 205 

 

（３）措置時点の状況 

 

Q4 措置時点の養育者 

問 4 
措置時点の養育者 

計 
児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 

1．両親世帯 
30 7 2 8 47 

26.3% 12.3% 16.7% 36.4% 22.9% 

2．父子世帯 
19 5 2 3 29 

16.7% 8.8% 16.7% 13.6% 14.1% 

3．母子世帯 
59 18 8 11 96 

51.8% 31.6% 66.7% 50.0% 46.8% 

4．親族・知人 
6 5 0 0 11 

5.3% 8.8% 0.0% 0.0% 5.4% 

5．その他 
0 22 0 0 22 

0.0% 38.6% 0.0% 0.0% 10.7% 

計 
114 57 12 22 205 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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Q5 措置時点の父母など主な養育者の状況（複数回答） 

※「主な養育者」には、父母から養・継父母の場合、父母のどちらかの場合も含めてお答えください 

問 5 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．死亡・行方不明 
8 3 0  0 11 

4.2% 4.2% 0.0% 0.0% 3.6% 

2．就労 
15 2 1 0  18 

7.9% 2.8% 5.0% 0.0% 5.9% 

3．失業・不就労 
5 4 2 2 13 

2.6% 5.6% 10.0% 7.7% 4.2% 

4．拘禁 
7 0  1 0  8 

3.7% 0.0% 5.0% 0.0% 2.6% 

5．疾病・身体障害 
6 1 1 0  8 

3.2% 1.4% 5.0% 0.0% 2.6% 

6．知的障害 
12 1 0  0  13 

6.3% 1.4% 0.0% 0.0% 4.2% 

7．精神障害 
31 4 2 4 41 

16.3% 5.6% 10.0% 15.4% 13.4% 

8．依存問題 
9 1 0  0  10 

4.7% 1.4% 0.0% 0.0% 3.3% 

9．DV 
11 3 0  3 17 

5.8% 4.2% 0.0% 11.5% 5.5% 

10．経済的困難・低所得 
38 12 4 1 55 

20.0% 16.9% 20.0% 3.8% 17.9% 

11．不安定な住環境 
12 1 0  0  13 

6.3% 1.4% 0.0% 0.0% 4.2% 

12．不和・孤立 
18 4 0  0  22 

9.5% 5.6% 0.0% 0.0% 7.2% 

13．その他 
15 12 9 16 52 

7.9% 16.9% 45.0% 61.5% 16.9% 

14．わからない 
3 23 0  0  26 

1.6% 32.4% 0.0% 0.0% 8.5% 

計 
190 71 20 26 307 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

 

Q6 措置時点の子どもの状況（被虐待経験）（複数回答） 

※児童相談所から提示された主たる措置理由に限らずお答えください 

問 6 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．ネグレクト 
50 20 1 7 78 

30.3% 24.4% 7.7% 29.2% 27.5% 

2．身体的虐待 
45 15 1 5 66 

27.3% 18.3% 7.7% 20.8% 23.2% 

3．性的虐待 
6 3 0 1 10 

3.6% 3.7% 0.0% 4.2% 3.5% 

4．心理的虐待 
37 27 2 7 73 

22.4% 32.9% 15.4% 29.2% 25.7% 

5．その他 
5 1 5 0 11 

3.0% 1.2% 38.5% 0.0% 3.9% 

6．特になし 
22 16 4 4 46 

13.3% 19.5% 30.8% 16.7% 16.2% 

7．わからない 
0 0 0 0 0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

計 
165 82 13 24 284 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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Q7 措置時点の子どもの障害等の状況（複数回答） 
※「情緒障害」とは、何らかの要因により、感情・情緒が著しく不安定である状態が続くことで、学校生活や社会生活に適応できない

状態のこと 

問７ 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．知的障害 
19 8  0 5 32 

16.4% 10.3% 0.0% 20.0% 13.9% 

2．発達障害 
2 13   12 27 

1.7% 16.7% 0.0% 48.0% 11.7% 

3．身体障害 
  8 1  0 9 

0.0% 10.3% 8.3% 0.0% 3.9% 

4．情緒障害 
2 12  0  0 14 

1.7% 15.4% 0.0% 0.0% 6.1% 

5．精神障害 
 0 7 1  0 8 

0.0% 9.0% 8.3% 0.0% 3.5% 

6．難病 
 0  0  0  0   

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

7．病弱 
1  0 0   0 1 

0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 

8．その他 
5 1  0 1 7 

4.3% 1.3% 0.0% 4.0% 3.0% 

9．特になし 
86 28 10 7 131 

74.1% 35.9% 83.3% 28.0% 56.7% 

10．わからない 
1 1  0  0 2 

0.9% 1.3% 0.0% 0.0% 0.9% 

計 
116 78 12 25 231 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

 

Q8 措置時点の子どもがヤングケアラーだった場合の状況（複数回答） 

問 8 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．養育者の世話や家事 
5 1  0 0 6 

4.8% 1.8% 0.0% 0.0% 3.6% 

2．きょうだいの世話 
5 2 1 0 8 

4.8% 3.6% 11.1% 0.0% 4.7% 

3．特になし 
69 44 8 0 121 

66.3% 78.6% 88.9% 0.0% 71.6% 

4．わからない・ヤング

ケアラーではなかった 

25 9  0 0 34 

24.0% 16.1% 0.0% 0.0% 20.1% 

計 
104 56 9 0 169 

100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0% 

 

（４）措置解除時の状況 

Q9 措置解除年度 

問 9 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

2018年度 
21 9 3 3 36 

18.8% 15.8% 25.0% 14.3% 17.8% 

2019年度 
24 13 1 5 43 

21.4% 22.8% 8.3% 23.8% 21.3% 

2020年度 
23 9 4 4 40 

20.5% 15.8% 33.3% 19.0% 19.8% 

2021年度 
19 9 0  4 32 

17.0% 15.8% 0.0% 19.0% 15.8% 

2022年度 
25 17 4 5 51 

22.3% 29.8% 33.3% 23.8% 25.2% 

計 
112 57 12 21 202 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

（未記入 2 ・対象外 1） 
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Q10 措置解除時の年齢 

問 10 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

15歳 
8 1 0  9 18 

7.1% 1.8% 0.0% 47.4% 9.0% 

16歳 
8 3 1 8 20 

7.1% 5.3% 8.3% 42.1% 10.0% 

17歳 
15 7 0  0  22 

13.3% 12.3% 0.0% 0.0% 10.9% 

18歳 
74 18 6 2 100 

65.5% 31.6% 50.0% 10.5% 49.8% 

19歳 
7 12 3 0  22 

6.2% 21.1% 25.0% 0.0% 10.9% 

20歳 
1 15 2 0  18 

0.9% 26.3% 16.7% 0.0% 9.0% 

21歳 
0  1 0  0  1 

0.0% 1.8% 0.0% 0.0% 0.5% 

22歳 
0  0  0  0  0  

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

計 
113 57 12 19 201 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

（注 １４歳４人） 

（4月 1 日生まれで 3月 31日措置解除であれば対象となるが、確認が困難なため注記にとどめる。） 

 

 

Q11 措置解除時の学歴     ※卒業見込みの方は卒業としてください 

問 11 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．中学卒業 
4 8 0  12 24 

3.5% 14.3% 0.0% 54.5% 11.8% 

2．高校在学中 
23 8 2 8 41 

20.2% 14.3% 16.7% 36.4% 20.1% 

3．高校中退 
22 19 0  0  41 

19.3% 33.9% 0.0% 0.0% 20.1% 

4．高校卒業 
54 17 7 0  78 

47.4% 30.4% 58.3% 0.0% 38.2% 

5．大学・専門学校等

在学中 

2 1 1 0  4 

1.8% 1.8% 8.3% 0.0% 2.0% 

6．大学・専門学校等

中退 

0  1 0  0  1 

0.0% 1.8% 0.0% 0.0% 0.5% 

7．大学・専門学校等

卒業 

0  1 2 0  3 

0.0% 1.8% 16.7% 0.0% 1.5% 

8．その他 
9 1 0  2 12 

7.9% 1.8% 0.0% 9.1% 5.9% 

計 
114 56 12 22 204 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

（未記入 1） 
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Q12 措置解除時、どのような面での困難が心配されていましたか（複数回答） 

※当てはまる番号を選択し、具体的な内容をご記入下さい 

問 12 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．進学・学業の継続 
43 11 3 17 74 

13.1% 4.6% 6.8% 58.6% 11.6% 

2．就職・就業の継続 
43 29 6 1 79 

13.1% 12.2% 13.6% 3.4% 12.3% 

3．生活費・学費 
33 22 2 0  57 

10.0% 9.2% 4.5% 0.0% 8.9% 

4．住居 
5 16 0  0  21 

1.5% 6.7% 0.0% 0.0% 3.3% 

5．金銭管理 
39 34 3 0  76 

11.9% 14.3% 6.8% 0.0% 11.9% 

6．実親・親戚との関係 
56 21 2 4 83 

17.0% 8.8% 4.5% 13.8% 13.0% 

7．人間関係 
37 26 8 5 76 

11.2% 10.9% 18.2% 17.2% 11.9% 

8．孤独 
5 15 1 0  21 

1.5% 6.3% 2.3% 0.0% 3.3% 

9．健康（身体的） 
7 4 2 0  13 

2.1% 1.7% 4.5% 0.0% 2.0% 

10．健康（精神的） 
17 15 3 0  35 

5.2% 6.3% 6.8% 0.0% 5.5% 

11．家事・食事 
11 9 9 0  29 

3.3% 3.8% 20.5% 0.0% 4.5% 

12．家族形成 
2 7 1 0  10 

0.6% 2.9% 2.3% 0.0% 1.6% 

13．将来のこと 
24 28 4 0  56 

7.3% 11.8% 9.1% 0.0% 8.8% 

14．その他 
3 1 0  2 6 

0.9% 0.4% 0.0% 6.9% 0.9% 

15．特に無い 
4 0  0  0  4 

1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 

計 
329 238 44 29 640 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

 

問 12-自由回答   

児童養護施設 B 

就労の継続 

母、パートナーとの関わり 

就労の継続 金銭管理 

就労継続 

性的問題 

就労継続 

母、養父との関わり 

就労継続 金銭管理 

人間関係 

就労継続 人間関係 

遠方で、親戚縁者もいない慣れない地での生活。 

児童養護施設 E 

親との関係薄い 

程よい距離感の人間関係作りが難しい。自分に集中できず、周囲の人や家族、妹たちの事ばか

り気に掛けてしまう。 

特に同年代と対等な関係を作れない所が見られ、職場の人間関係も心配された。 

入所中より人間関係作りが苦手。家事全般が苦手。 

毎日起きてしっかり勤務続けられるか心配だった。また金銭管理についてもゲームの課金等入

所時より問題あり。 

親に住所を知られたくない。 

継続性が薄い児だったので心配だった。 

就職が高校卒業時に決まらず措置延長、障害者職業センターに通い就職決まった。職場に適応

できるか心配だった。また、実親との距離感の心配もあった。 

学業の不安は入所中より心配されていた。 

入所時より人間関係の不安定な様子は心配された。 
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入所時母が遠方におり、入所中宮城県内に戻ってきたことから母子交流が始まる。新たに関係

を築き始めた母と母のパートナー宅へ措置解除。 

親との距離感を今後も程よい関係性であれば良いと思う。 

長年住んでいた園を離れて初めての一人暮らしなので生活に慣れるまで時間を要すると思われ

た。 

人間関係が対等に築けない事が多く、就職先でも上手く適応できるか心配された。 

自動車学校がまだ卒業できないまま退所となり、通い続ける心配があった。 

人に対し厳しく本人の捉え方も独特なところがあり、人間関係について心配していた。 

人間関係で孤立しがちだった。 

親との距離感で心配あり、初めての一人暮らしという事で金銭管理、生活面の心配があった。 

初めての一人暮らしなので生活力がどのくらいあるか心配だった。 

就労の継続できるか心配だった。 

一人暮らしと進学の両立が心配された。 

衝動性が高く、スマートフォンに依存気味で、ゲームなど思い通りにならないと画面を叩いて

しまい、何度も壊している。安定した生活を送れるか心配だった。 

児童養護施設 G 

人間関係におけるトラブルがあると他責的な所があり、職場でのトラブルが予測されていた。 

高専を卒業する前に一人暮らしをする形での退所だったため卒業まで見守りが必要だった。 

高等支援校に通っていた頃、人間関係でのトラブルが何度かあり職場でも同様な事が起こる事

が予測されていた。 

他県に大学進学だったため、経済的な面も含めてやりくり出来るのか。保護者とは必要最低限

の関わりなため、大学卒業まで書類の準備等見守りが必要な状況。 

施設を早く出たがっていた子で、こちらの連絡に応じてくれるか、状況把握も出来るか心配だ

った。 

精神的な弱さがあるため、就職が長続きするか懸念があった。 

自衛隊というハードな職業なため続くかどうか心配があった。 

自立援助ホーム J 脱走し行方不明 

ファミリーホーム

P 

親。姉が児童の収入に依存しようとしている 

手の障害 

児童自立支援施設

Q 

再犯 

対人暴力 

万引き等再犯 

 

Q13 措置解除時の施設等との関係性 

問 13 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．とても良好 
43 19 4 0  66 

37.7% 33.3% 33.3% 0.0% 32.2% 

2．良好 
41 13 0  22 76 

36.0% 22.8% 0.0% 100.0% 37.1% 

3．どちらとも 
いえない 

21 20 8 0  49 

18.4% 35.1% 66.7% 0.0% 23.9% 

4．悪い 
7 3 0  0  10 

6.1% 5.3% 0.0% 0.0% 4.9% 

5．とても悪い 
2 2 0  0  4 

1.8% 3.5% 0.0% 0.0% 2.0% 

計 
114 57 12 22 205 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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（５）措置解除後の状況 

Q14-1 措置解除後の進路   ※福祉的就労は、1または 2としてください 

問 14-1 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．就労 
48 29 8 1 86 

42.1% 50.9% 66.7% 4.5% 42.0% 

2．当時の勤務先継続 
9 7 1 0  17 

7.9% 12.3% 8.3% 0.0% 8.3% 

3．進学 
29 6 0  13 48 

25.4% 10.5% 0.0% 59.1% 23.4% 

4．当時の進学先継続 
17 6 2 6 31 

14.9% 10.5% 16.7% 27.3% 15.1% 

5．未定 
5 6 0  0  11 

4.4% 10.5% 0.0% 0.0% 5.4% 

6．把握していない 
3 0  1 2 6 

2.6% 0.0% 8.3% 9.1% 2.9% 

7．その他 
3 3 0  0  6 

2.6% 5.3% 0.0% 0.0% 2.9% 

計 
114 57 12 22 205 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

 

Q14-2 Q14-1で「7.」と回答した場合「その他」の具体的な内容をご記入ください 

問 14-2   

児童養護施設 D 定時制高校中退後、通信制高校に入学 

児童養護施設 F 転校 

児童養護施設 G 半年もせず仕事を辞め、現在は 4月から職業訓練校に進学予定 

自立援助ホーム J 行方不明の為 

自立援助ホーム K GH入居 

自立援助ホーム L 入院 

 

Q15 措置解除後の住まい 

問 15 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．民間賃貸住宅 
39 32 4 8 83 

34.2% 56.1% 33.3% 36.4% 40.5% 

2．公的賃貸住宅 
3 1 0  1 5 

2.6% 1.8% 0.0% 4.5% 2.4% 

3．持ち家 
6 0  0  9 15 

5.3% 0.0% 0.0% 40.9% 7.3% 

4．親の家 
23 4 1   28 

20.2% 7.0% 8.3% 0.0% 13.7% 

5．親せき・祖父母・ 

きょうだいの家 

3 3     6 

2.6% 5.3% 0.0% 0.0% 2.9% 

6．友人の家 
0  0  0  1 1 

0.0% 0.0% 0.0% 4.5% 0.5% 

7．交際中の人の家 
1 0  0  0  1 

0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5% 

8．会社・学校の寮 
12 6 2   20 

10.5% 10.5% 16.7% 0.0% 9.8% 

9．福祉施設・ 

自立援助ホーム 

25 6 0  0  31 

21.9% 10.5% 0.0% 0.0% 15.1% 

10．里親の家 
0  0  0  0  0  

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

11．措置施設 
1 1     2 

0.9% 1.8% 0.0% 0.0% 1.0% 

12．その他 
0  2 0  1 3 

0.0% 3.5% 0.0% 4.5% 1.5% 

13．把握していない 
1 2 5 2 10 

0.9% 3.5% 41.7% 9.1% 4.9% 

計 
114 57 12 22 205 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 



41 

 

（６）貴所とのつながり 

Q16-1 この１年間で、貴所(あなた)との直接の交流(対面・電話・SNS等、形式不問)はありますか 

問 16-1 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．週に 1回 
3 5 1 0  9 

2.6% 8.8% 8.3% 0.0% 4.4% 

2．月に 1回 
18 21 2 0  41 

15.8% 36.8% 16.7% 0.0% 20.0% 

3．2～3か月に 1回 
19 4 0  8 31 

16.7% 7.0% 0.0% 36.4% 15.1% 

4．半年間に 1回 
28 6 2 1 37 

24.6% 10.5% 16.7% 4.5% 18.0% 

5．1年間に 1回 
25 3 1 1 30 

21.9% 5.3% 8.3% 4.5% 14.6% 

6．1年間に 1回もない 
21 18 6 12 57 

18.4% 31.6% 50.0% 54.5% 27.8% 

計 
114 57 12 22 205 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

 

Q16-2 Q16-1で「6.」と回答した場合、交流のない主な理由として、次のどれが当てはまりますか 

問 16-2 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．措置解除先での 

ケアが整っており、 

必要性が低い 

5  0  0 0 5 

23.8% 0.0% 0.0% 0.0% 8.8% 

2．措置解除先との 

関係上かかわりが 

もてない 

1 2  0  0 3 

4.8% 11.1% 0.0% 0.0% 5.3% 

3．措置解除先からの

要望 

 0 0   0 0   0 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

4．施設退所者等のプ

ライバシーへの配慮 

1  0  0  0 1 

4.8% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 

5．施設入所児への 

ケアを優先している 

 0 1 6  0 7 

0.0% 5.6% 100.0% 0.0% 12.3% 

6．施設退所者等が 

施設との接触を 

避けている 

11 1  0  0 12 

52.4% 5.6% 0.0% 0.0% 21.0% 

7．施設退所者等に 

連絡がつかない 

2 8  0  0 10 

9.5% 44.4% 0.0% 0.0% 17.5% 

8．施設退所者等が 

遠方に転居し、会う

のが難しい 

 0 3 0  0 3 

0.0% 16.7% 0.0 0.0% 5.3% 

9．その他 
1 3  0 12 16 

4.8% 16.7% 0.0% 100.0% 28.0% 

計 
21 18 6 12 57 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

 

Q16-3 Q16-2で「9.」と回答した場合、「その他」の具体的な内容をご記入ください 

問 16-3   

児童養護施設 E 
退所後は進学先の学費管理や金銭の相談で定期的に関わりがあったが、就職後県外、

遠方に引っ越し、住基ブロックをした様子で全く園と関わりがない。 

自立援助ホーム J 会った事が無い 3件 

児童自立支援施設 Q 終結済み 12件 
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（７）直近１年間（2022年 12月１0日～2023年 12月 10日）で把握できている生活状況 

 ※把握していない場合は「わからない」を選択 

Q17-1 最終学歴について学校の種類 

問 17-1 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．中学校 
4 14 0  1 19 

3.5% 24.6% 0.0% 4.5% 9.3% 

2．全日制高校 
53 22 7 7 89 

46.5% 38.6% 63.6% 31.8% 43.6% 

3．定時制・通信制高校 
13 12 2 1 28 

11.4% 21.1% 18.2% 4.5% 13.7% 

4．専門学校・短期大学 
16 4 1 0  21 

14.0% 7.0% 9.1% 0.0% 10.3% 

5．4年制大学 
9 1 0  0  10 

7.9% 1.8% 0.0% 0.0% 4.9% 

6．その他 
13 1 0  0  14 

11.4% 1.8% 0.0% 0.0% 6.9% 

7．わからない 
6 3 1 13 23 

5.3% 5.3% 9.1% 59.1% 11.3% 

計 
114 57 11 22 204 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

（未記入 1） 

Q17-2 卒業等の有無 

問 17-2 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．在学中 
19 3 2 7 31 

16.7% 5.4% 18.2% 31.8% 15.3% 

2．休学 
0  1 0  0  1 

0.0% 1.8% 0.0% 0.0% 0.5% 

3．中退 
9 16 0  1 26 

7.9% 28.6% 0.0% 4.5% 12.8% 

4．卒業 
78 32 4 1 115 

68.4% 57.1% 36.4% 4.5% 56.7% 

5．わからない 
8 4 5 13 30 

7.0% 7.1% 45.5% 59.1% 14.8% 

計 
114 56 11 22 203 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

（未記入 1 ・不明の回答 1） 

Q18-1 就労状況について就労の有無 

問 18-1 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．働いている 
77 30 9 2 118 

70.0% 52.6% 100.0% 9.1% 59.6% 

2．働いていない 
17 11   1 29 

15.5% 19.3% 0.0% 4.5% 14.6% 

3．わからない 
16 16   19 51 

14.5% 28.1% 0.0% 86.4% 25.8% 

計 
110 57 9 22 198 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
（未記入 7） 

Q18-2 雇用形態（複数回答） 

問 18-2 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．正社員 33 42.3% 11 35.5% 7 77.8% 1 33.3% 52 

2．契約社員・派遣社員 4 5.1% 5 16.1% 0  0.0% 1 33.3% 10 

3．パート・アルバイト 15 19.2% 7 22.6% 0  0.0% 0  0.0% 22 

4．日雇い・期間工 1 1.3% 0  0.0% 1 11.1% 0  0.0% 2 

5．自営業 1 1.3% 0  0.0% 0  0.0% 0  0.0% 1 

6．その他 15 19.2% 3 9.7% 0  0.0% 0  0.0% 18 

7．わからない 9 11.5% 5 16.1% 1 11.1% 1 33.3% 16 

計 78 100.0% 31 100.0% 9 100.0% 3 100.0% 121 

 



43 

 

Q19 同居者を教えてください（複数回答） 

問 19 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．ひとり暮らし 
44 27 3 0  74 

37.9% 45.0% 25.0% 0.0% 35.1% 

2．恋人・配偶者 
7 6   0  13 

6.0% 10.0% 0.0% 0.0% 6.2% 

3．子ども 
4 4 0  0  8 

3.5% 6.7% 0.0% 0.0% 3.8% 

4．親 
11 3 1 6 21 

9.5% 5.0% 8.3% 26.1% 10.0% 

5．交際中の人・配

偶者の親 

2 0  0  0  2 

1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 

6．きょうだい 
2 0  0  0  2 

1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 

7．親せき・祖父母 
6 2   1 9 

5.2% 3.3% 0.0% 4.3% 4.3% 

8．元里親 
0  0  0  0  0  

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

9．友人 
0  0  0  0  0  

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

10．その他 
17 2 1 0  20 

14.7% 3.3% 8.3% 0.0% 9.5% 

11．わからない 
23 16 7 16 62 

19.8% 26.7% 58.3% 69.6% 29.4% 

計 
116 60 12 23 211 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

 

Q20 現在の居住地 

問 20 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．宮城県内 
91 40 10 7 148 

79.8% 70.2% 83.3% 31.8% 72.2% 

2．宮城県以外 
12 7 2 1 22 

10.5% 12.3% 16.7% 4.5% 10.7% 

3．わからない 
11 10   14 35 

9.6% 17.5% 0.0% 63.6% 17.1% 

計 
114 57 12 22 205 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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（８）現在の困難  ※把握していない場合は「わからない」を選択 

Q21 現在、どのような面での困難が心配されていますか（複数回答） 

 ※当てはまる番号を選択し、具体的な内容をご記入ください 

問 21 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．進学・学業の継続 
10 4 2 8 24 

4.0% 1.5% 6.3% 26.7% 4.1% 

2．就職・就業の継続 
22 29 1 1 53 

8.8% 10.8% 3.1% 3.3% 9.1% 

3．生活費・学費 
18 26 0  0  44 

7.2% 9.7% 0.0% 0.0% 7.6% 

4．住居 
9 20 0  0  29 

3.6% 7.4% 0.0% 0.0% 5.0% 

5．金銭管理 
30 27 8 1 66 

12.0% 10.0% 25.0% 3.3% 11.3% 

6．実親・親戚との関係 
41 19 1 2 63 

16.3% 7.1% 3.1% 6.7% 10.8% 

7．人間関係 
22 20 0  2 44 

8.8% 7.4% 0.0% 6.7% 7.6% 

8．孤独 
2 21 0  0  23 

0.8% 7.8% 0.0% 0.0% 4.0% 

9．健康（身体的） 
8 15 1 000  24 

3.2% 5.6% 3.1% 0.0% 4.1% 

10．健康（精神的） 
13 25 2 2 42 

5.2% 9.3% 6.3% 6.7% 7.2% 

11．家事・食事 
15 12 7 0  34 

6.0% 4.5% 21.9% 0.0% 5.8% 

12．家族形成 
6 16 1 0  23 

2.4% 5.9% 3.1% 0.0% 4.0% 

13．将来のこと 
18 28 8 0  54 

7.2% 10.4% 25.0% 0.0% 9.3% 

14．その他 
0  0  0  2 2 

0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 0.3% 

15．特に無い 
4 1 0  0  5 

1.6% 0.4% 0.0% 0.0% 0.9% 

16．わからない 
33 6 1 12 52 

13.1% 2.2% 3.1% 40.0% 8.9% 

計 
251 269 32 30 582 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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Q21 の具体的な内容（自由記述） 

児童養護施設 

B 

人間関係 

就労できるか 

親子関係 4件 

子育て  

金銭管理 5件 

大学を中退し、就労しているが人間関係でのトラブルを抱えている。 

児童養護施設 

E 

養父や他家族との距離感の課題あり 

お金の使い方の心配、周囲の人、家族、妹達の心配が強く、自分に集中できない 

職場で本当は同年代の人達と仲良く過ごしたいが、上手な関係築けず。 

本人自身特に問題なく頑張って学業、生活を送っているが、母親との距離感が課題になってくる

だろうと思われる。 

退所後体調を崩し、生活が安定できず園で支援続けている。精神手帳交付し、福祉サービスにつ

なげる予定。 

金銭管理が苦手で、時々生活費が足りなくなることがある。 

金銭に余裕ないが車を購入、入籍、子ども出産し相手方の両親のサポートもあるが心配なところ

でもある。 

支払いが足りないという相談があった。 

実親の意見に影響受けやすいので周囲（実親、本人）の支援者と情報を密にしている。 

現在仕事も頑張り安定しているが、学生の時の実習で不安定な様子を当時の同じ学校の学友から

伺う。 

人に対し依存傾向あり。 

ゲームの課金に給料の多くを使っている様子 

繊細なところがあり前職でのパワハラ的な事が今でもトラウマ的な反応あり。心配になったり不

安感が強く出ることが見られる。 

親族との不和 

春に大学卒業、就職先も決まっているが県外に出て遠方になる事で心配あり。親族との付き合い

方も程よい関係性であれば良いと思う。 

仕事を辞めたいという発言が良く聞かれていた。仕事は継続中。 

人間関係や金銭面でのトラブルあり。精神的にも安定していない。 

前職場でのパワハラ的な扱いが現在も影響しており、転職後、事務的な手続きの電話を入れる事

を恐れ、職員同席し電話をさせ、手続きを進めた経緯がある。 

仕事を辞めたいという発言が良く聞かれていた。仕事は継続中だが、探している様子。 

現在仕事を続けているが、辞めたいと話している。 

転職したい気持ちが見られるようになっている。金銭管理が難しい様子。適切な人間関係の距離

感を図れず、断れない様子も見られる。 

給料の中でやりくりできそうだったが、あるだけ使っている事が分かり再度金銭管理について伝

えて行く必要がある。 

生活力が弱いが、一人暮らしを希望している所が心配。 

就職先が遠方になりそう、という事で今までのように家族交流の頻度が少なくなり、家族交流の

方法の工夫必要。 

グループホーム入居中の為スタッフさんの支援があるが、最近昼食をしっかり食べているか心配

なところ（ゲームに夢中）。片付けなど家事も苦手な様子。 

自立援助ホーム H 

借金等 3件 

失神あり 

グレーゾーン 

障害者枠就労 

グレーゾーン 

酷い頭痛あり 

就労 Bグループホーム 

触法行為 

自殺願望 

彼氏との関係 

喪失経験 

精神科受診 

就労困難 

男女トラブル 

オーバードーズ 

ファミリーホーム

M 

仕事が日雇いの土工で不安定。将来設計ができない。 

結婚のこと 

母との関係 

児童自立支援施設

Q 
再犯 



46 

 

（９）施設退所者等へのアフターケアの状況 

Q22-1 貴所や自治体等が提供するアフターケアを受けていますか 

問 22-1 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．受けている 
55 38 4 1 98 

48.2% 66.7% 33.3% 4.5% 47.8% 

2．受けていない 
40 1     41 

35.1% 1.8% 0.0% 0.0% 20.0% 

3．わからない 
19 18 8 21 66 

16.7% 31.6% 66.7% 95.5% 32.2% 

計 
114 57 12 22 205 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

 

Q22-2 Q22-1で「1.」と回答した場合、貴所が提供するどんなアフターケアを受けていますか 

（複数回答） 

問 22-2 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．イベント・交流会 
5 8 0  1 14 

3.6% 3.7% 0.0% 50.0% 3.8% 

2．記念事のお祝い 
6 22 0  1 29 

4.3% 10.0% 0.0% 50.0% 7.9% 

3．日常的な雑談 
40 33 2 0  75 

29.0% 15.1% 28.6% 0.0% 20.5% 

4．相談支援 
34 38 2 0  74 

24.6% 17.4% 28.6% 0.0% 20.2% 

5．学業の相談・支援 
7 4 0  0  11 

5.1% 1.8% 0.0% 0.0% 3.0% 

6．食事の提供 
10 11 0  0  21 

7.2% 5.0% 0.0% 0.0% 5.7% 

7．住まい・職場訪問 
11 23 0  0  34 

8.0% 10.5% 0.0% 0.0% 9.3% 

8．住宅支援 
0  13 0  0  13 

0.0% 5.9% 0.0% 0.0% 3.6% 

9．就職支援 
2 15 0  0  17 

1.4% 6.8% 0.0% 0.0% 4.6% 

10．経済的支援 
5 18 2 0  25 

3.6% 8.2% 28.6% 0.0% 6.8% 

11．金銭管理 
4 6 0  0  10 

2.9% 2.7% 0.0% 0.0% 2.7% 

12．行政の窓口紹介 
2 28 0  0  30 

1.4% 12.8% 0.0% 0.0% 8.2% 

13．その他 
9 0  1 0  10 

6.5% 0.0% 14.3% 0.0% 2.7% 

14．特に無し 
3 0  0  0  3 

2.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 

計 
138 219 7 2 366 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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Q22-3 Q22-1で「1.」と回答した場合、自治体等（宮城県・仙台市から受託しているアフターケア

事業所を含む）が提供するどんなケア・サービスを受けていますか（複数回答） 

問 22-3 児童養護施設 自立援助ホーム ファミリーホーム 児童自立支援施設 計 

1．イベント・交流会 
3 0 0  0  3 

2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 2.0% 

2．記念事のお祝い 
1 0 0  0  1 

0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 

3．日常的な雑談 
10 1 0  0  11 

8.8% 3.0% 0.0% 0.0% 7.2% 

4．相談支援 
11 1 1 1 14 

9.6% 3.0% 33.3% 50.0% 9.2% 

5．学業の相談・支援 
1 0 0  0  1 

0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 

6．食事の提供 
5 0 0  0  5 

4.4% 0.0% 0.0% 0.0% 3.3% 

7．住まい・職場訪問 
10 0 0  0  10 

8.8% 0.0% 0.0% 0.0% 6.6% 

8．住宅支援 
7 0 0  0  7 

6.1% 0.0% 0.0% 0.0% 4.6% 

9．就職支援 
9 3 0  0  12 

7.9% 9.1% 0.0% 0.0% 7.9% 

10．経済的支援 
6 4 0  0  10 

5.3% 12.1% 0.0% 0.0% 6.6% 

11．金銭管理 
7 2 0  0  9 

6.1% 6.1% 0.0% 0.0% 5.9% 

12．行政の窓口紹介 
6 1 0  0  7 

5.3% 3.0% 0.0% 0.0% 4.6% 

13．その他 
4 0  0  0  4 

3.5% 0.0% 0.0% 0.0% 2.6% 

14．特に無し 
33 19 2 1 55 

28.9% 57.6% 66.7% 50.0% 36.2% 

15．わからない 
1 2 0  0  3 

0.9% 6.1% 0.0% 0.0% 2.0% 

計 114 33 3 2 152 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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分析 施設調査 

 

（１）対象者の確認 
Q1 この調査の対象者 

   結果として 205 人であった。 

 

（２）基本属性 

 
Q2 性別 

性別については、児童養護施設は女子 52.6％、男子 47.4％、自立援助ホームは女子 42.1％、男

子 57.9％と男女ほぼ同じ比率となっている。ファミリーホームは女子 66.7％、男子 33.3％と女子

が多く、児童自立支援施設は女子 36.4％、男子 63.6％と差がみられる。 

 

（３）措置時点の状況 

  
Q3 貴施設の入所年数 

 

   児童養護施設は 1年未満から 19 年未満まで万遍なく存在しているが、自立援助ホーム、ファミリ

ーホーム、児童自立支援施設はほとんどが 5年未満という特徴があった。 

 

Q4 措置時点の養育者 

 

両親世帯 22.9% 父子世帯 14.1%、母子世帯 46.8%、計 83.8%は親がいて施設入所となっている。

特に母子世帯が多い。 

 

Q5 措置時点の父母など主な養育者の状況（複数回答） 

 

Q4 と合わせて考えると、親が精神障害 13.4％、経済的困難を抱えている低所得の家が 17.9％と

多い。「その他」「わからない」が合わせて 25.4％となっており、措置時点での個別情報が施設入

所等にあたって把握され、的確に対応されていることが重要と思われる。 

 

Q6 措置時点の子どもの状況（被虐待経験）（複数回答） 

 

284例のうち 227例と、ほぼ 80％が何らかの虐待を受けていたことがわかる。性的虐待を受けて

いたのが 10 例というのは少ない印象があるが、いずれにしても虐待予防に力を入れていく必要があ

る。 

 

Q7 措置時点の子どもの障害等の状況（複数回答） 

 

231人中知的障害 13.9% 発達障害 11.7%となっている。2022 年の文部科学省調査によると、発達

障害出現率は小学生 10.4% 中学生 5.6% 高校生 2.2%であった。比較すると入所児童の割合がかな

り高くなっている。近年、被虐待児の愛着障害の研究が進み、愛着障害が発達障害と見られて、誤

った対応をされている傾向があることも指摘されている。 

 

Q8 措置時点の子どもがヤングケアラーだった場合の状況（複数回答） 

 

養育者やきょうだいの世話を日常的にしている、いわゆるヤングケアラーだったと思われる数は

169人中 14人で 8.3％、その他（特になし・わからない・ヤングケアラーではなかったと思われ

る）が 155人で 91.7％であった。最近注目されているヤングケアラーであるが、この調査ではそれ

ほど多くはなかった。 
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（４）措置解除時の状況 
 

Q9 措置解除年度 

 

年度ごとに 30人台から 50人台まで解除者数に差があるが、その要因は今回の調査では明らかに

することができていない。 

 

Q10 措置解除時の年齢 

 

18 歳が最多となっている。措置延長の制度もあるが、多くは 18歳で自立という傾向が見られる。 

 

Q11 措置解除時の学歴      

 

高校卒業が 78人、38.2％と最多だが、高校中退も 41 人 20.1％いる。高校中退では中学卒業の学

歴しかないので、就職にも影響があると思われる。できれば高校中退となった原因も調査して、サ

ポートをしていく必要があるのではないかと思われる。 

 

Q12 措置解除時、どのような面での困難が心配されていましたか（複数回答） 

 

児童を支援している職員にとって、すべてにわたって心配なことが多いことが表れた回答となっ

ている。特に実親・親戚との関係が 13.0％となっており、施設の中では守られているが、施設を出

ると、親の干渉や親戚との付き合いが難しくなっていることが感じられる。 

 

Q13 措置解除時の施設等との関係性 

 

「良好・とても良好」を合わせて 69.3%となっており、概ね良好といえる。対象者の Q31③でも

「ふつう・まあよかった・よかった」を合わせて 88.9%、④では 75.9％と評価は高かった。 

 

（５）措置解除後の状況 
 

Q14-1 措置解除後の進路   ※福祉的就労は、１または２としてください。 

 

就労が 42.0％、進学 23.4％となっている。対象者 Q6 で同様の質問をしているが就職は本人

33.9%、進学 35.5%となっており、対象者で回答を寄せてくれた人の割合は進学をした人が多かった

ことがわかる。 

 

Q15 措置解除後の住まい 

 

対象者調査では 0だった公的賃貸住宅入居者が 5 名あるということは、家族を持ったためではな

いかと思われる。 

 

（６）貴所とのつながり 

 

Q16-1 この１年間で、貴所(あなた)との直接の交流(対面・電話・SNS 等、形式不問)はありますか。 

 

週 1回以上 1年に 1回以下が 72.1%と、つながりを持っている対象者が多い。一方、年に 1回も

ない人が 57 人おり、施設からアンケートが発送できなかった 114人と合わせると、171人が、つな

がりがなくなって生活状態も不明となっている。 

 

Q16-2  Q16-1 で「6.」と回答した場合、交流のない主な理由として、次のどれが当てはまりますか。 

 

対象者調査 Q26 で施設とのつながりを聞いた結果は「どちらともいえない、やや少ない、とても

少ない」をあげた人が 48人で 77.4％あった。Q27では「つながりがなくつながらなくてよい」が

30 人で 46.9％あった。数値上だけでは気持ちが見えないこともあり、もっと多くの退所者の本音を

聞いて今後の支援体制を考えていく必要性があるのではないかと思われる。 
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Q16-3 Q16-2 で「9.」と回答した場合、「その他」の具体的な内容をご記入ください 

 

理由は不明だが本人が住基ブロックをしたケースなどもあることがわかった。 

 

（７）直近１年間（2022 年 12月１0日～2023年 12月 10日）で把握できている生活状況 
 

Q17-1 最終学歴について学校の種類 

 

57.3％が高校を卒業しており、専門学校・短大・4年制大学卒が 15.2%、中学校卒 9.3％となって

いる。「わからない」は 11.3％、23 人であった。 

 

Q17-2 卒業等の有無 

 

中退者が 26 人、不明が 30人あり、その後のフォローアップがどうなっているかの調査も必要と思

われる。 

 

Q18-1 就労状況について就労の有無 

 

「働いている」が 59.6％、「働いていない・わからない」が 40.4％となっている。「働いていな

い」の中には通学中も含まれる可能性があるが、「わからない」の率が 25.8％、51 人であること

は、施設にとっても心配の種であると思われる。 

 

Q18-2 雇用形態（複数回答） 

 

把握している対象者の 43.0％が正社員とかなり高率となっている。本人調査では 34.1％である。

このことから、施設との交流がある人は、比較的安定した生活を送っている人ではないかと思われ

る。 

 

Q19 同居者を教えてください（複数回答） 

 

本人調査 Q13ではひとり暮らしが 60.0％であったのに対し、こちらは 35.1％とかなり差が見られ

る。恋人、配偶者、子ども、親などと暮らしている人が多く、Q18-2 の雇用形態と合わせて考える

と、家族と安定した生活を送っている人が多いとみられる。今回調査で回答してくれた対象者と、

施設とつながっている退所者とは、少し状況が異なっている結果ではないかと思われる。 

 

Q20 現在の居住地 

 

本人調査では 83.9％が宮城県内居住、16.1％が県外居住であった。それと比較すると、今回本人

に調査票が届いたのは県内居住者の割合が多く、県外在住は 10人、県外にいて施設で動向を把握し

ている人が 22人あるという結果となった。重複している人もあると思われるが、回答できる可能性

のある人がこのほかに 12人いたという見方もできる。 
 

（８）現在の困難   
 

Q21 現在、どのような面での困難が心配されていますか（複数回答） 

  

現在アフターケアを実施している対象者が抱える問題と、施設側が心配している問題はほぼ一   

致している。具体的には金銭管理、就業の継続、人間関係、精神的健康など。将来のことというの

はかなり漠然としているが、退所者の今後を気づかう気持ちの表れであろう。実親、親戚との関係

も 10.8％あり、施設入所中は家族との関係をある程度制限できていたが措置解除後は直接接触でき

る環境となるため心配があるケースが 63あるという現状となっていると見てよいだろう。 

 

Q21の具体的な内容（自由記述） 

    
   詳細に記載してくれた施設と、記載のない施設に二分された。記載のあった施設では、人間関

係、親子関係、金銭管理、仕事などが多く記載され、懸念されている。精神的な問題や男女トラブ

ル、薬物の問題など、かなりハードな対応を迫られている施設は、職員はかなりの専門性を求めら

れるのではないかと思われる。 
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（９）施設退所者等へのアフターケアの状況 

 
Q22-1 貴所や自治体等が提供するアフターケアを受けていますか。 

 

「受けていない、わからない」が 52.2%となっている。Q21 では特に心配が無い対象者は 5名しか

挙げられていない。すでに行方不明の対象者が多いことが今回の調査ではっきりしたことから、今

後は退所して困難な状況にある人たちへのアフターケアをどう届けていったらよいかを考え、実行

していくことが求められているといえよう。 

 

Q22-2  Q22-1 で「1.」と回答した場合、貴所が提供するどんなアフターケアを受けていますか。 

（複数回答） 

 

児童自立支援施設を除くとどの施設も日常的雑談や相談支援を多く行っている様子がうかがえ

た。その他は個人のニーズに応じて支援を行っていると思われ、施設とつながっていることで得ら

れる支援が多くあることが想像できた。 

 

Q22-3  Q22-1 で「1.」と回答した場合、自治体等（宮城県・仙台市から受託しているアフターケア事業

所を含む）が提供するどんなケア・サービスを受けていますか（複数回答） 

 

サービスを受けている人が 10 人未満のものは「イベント・交流会、記念行事のお祝い、学業の相

談支援、食事提供、住宅支援、金銭管理、行政の窓口相談」などであり、これらのニーズがないの

か、ニーズがあっても受けられないのか詳細を調べる必要が感じられた。 
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Ｃ．里親対象調査結果    

（１）対象者の確認 

Q1 この調査の対象者 

   結果として 29人であった。 

 

（２）基本属性 

Q2 性別 

性別 女性 男性 その他 計 

  16 13 0 29 

  55.2% 44.8% 0.0% 100.0% 

 

Q3 対象者の委託年数 

0～1年未満 1 5～6年未満 2 10～11年未満 1 15～16年未満 0 

1～2年未満 3 6～7年未満 3 11～12年未満 2 16～17年未満 1 

2～3年未満 2 7～8年未満 1 12～13年未満 2 17～18年未満 0 

3～4年未満 5 8～9年未満 0 13～14年未満 2 18～19年未満 0 

4～5年未満 0 9～10年未満 1 14～15年未満 1 19年以上 1 

計 28 

（未記入１） 29 

 

（３）委託時点の状況 

Q4 委託時点の養育者 

1．両親世帯 2．父子世帯 3．母子世帯 4．親族・知人 5．その他 計 

5 0 8 11 5 29 

17.2% 0.0% 27.6% 37.9% 17.2% 100.0% 

 

Q5 委託時点の父母など主な養育者の状況（複数回答） 
※「主な養育者」には、父母から養・継父母の場合、父母のどちらかの場合も含めてお答えください 

1．死亡・行方不明 14 25.5% 

2．就労 1 1.8% 

3．失業・不就労 3 5.5% 

4．拘禁 0 0.0% 

5．疾病・身体障害 2 3.6% 

6．知的障害 1 1.8% 

7．精神障害 5 9.1% 

8．依存問題 2 3.6% 

9．DV 3 5.5% 

10．経済的困難・低所得 8 14.5% 

11．不安定な住環境 4 7.3% 

12．不和・孤立 4 7.3% 

13．その他 7 12.7% 

14．わからない 1 1.8% 

計 55 100.0% 

 

Q6 委託時点の対象者の状況（被虐待経験）（複数回答） 
※児童相談所から提示された主たる理由に限らずお答えください 

1．ネグレクト 6 15.4% 

2．身体的虐待 5 12.8% 

3．性的虐待 1 2.6% 

4．心理的虐待 7 17.9% 

5．その他 5 12.8% 

6．特になし 14 35.9% 

7．わからない 1 2.6% 

計 39 100.0% 
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Q7 措置時点の対象者の障害等の状況（複数回答） 

※「情緒障害」とは、何らかの要因により、感情・情緒が著しく不安定である状態が続くことで、学校生活

や社会生活に適応できない状態のこと 

1．知的障害 1 3.0% 

2．発達障害 1 3.0% 

3．身体障害 0 0.0% 

4．情緒障害 3 9.1% 

5．精神障害 1 3.0% 

6．難病 0 0.0% 

7．病弱 2 6.1% 

8．その他 3 9.1% 

9．特になし 20 60.6% 

10．わからない 2 6.1% 

計 33 100.0% 

 

Q8 委託時点の対象者がヤングケアラーだった場合の状況 

1．養育者の世話や家事 2．きょうだいの世話 3．特になし 
4．わからない/ 

ヤングケアラーではなかった 
計 

4 3 14 2 23 

17.4% 13.0% 60.9% 8.7% 100.0% 

(未記入 2) 

（４）委託解除時の状況 

Q9 委託解除年度 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 計 

3 6 4 2 14 29 

10.3% 20.7% 13.8% 6.9% 48.3% 100.0% 

 

Q10 委託解除時の年齢 

15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 計 

1 0 2 10 8 6 0 1 28 

3.6% 0.0% 7.1% 35.7% 28.6% 21.4% 0.0% 3.6% 100.0% 

（未記入 1） 

Q11 委託解除時の学歴   ※卒業見込みの方は卒業としてください 
1．中学卒業 1 3.4% 

2．高校在学中 1 3.4% 

3．高校中退 0 0.0% 

4．高校卒業 15 51.7% 

5．大学・専門学校等在学中 6 20.7% 

6．大学・専門学校等中退 1 3.4% 

7．大学・専門学校等卒業 5 17.2% 

8．その他 0 0.0% 

計 29 100.0% 
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Q12 委託解除時に、どのような面での困難を心配されていましたか (複数回答) 

1．進学・学業の継続 8 7.8% 

2．就職・就業の継続 12 11.7% 

3．生活費・学費 10 9.7% 

4．住居 3 2.9% 

5．金銭管理 13 12.6% 

6．実親・親戚との関係 5 4.9% 

7．人間関係 8 7.8% 

8．孤独 4 3.9% 

9．健康（身体的） 9 8.7% 

10．健康（精神的） 8 7.8% 

11．家事・食事 5 4.9% 

12．家族形成 2 1.9% 

13．将来のこと 11 10.7% 

14．その他 0 0.0% 

15．特に無い 5 4.9% 

計 103 100.0% 

 

Q13 委託解除時の施設等との関係性 

1．とても良好 8 28.6% 

2．良好 16 57.1% 

3．どちらともいえない 4 14.3% 

4．悪い 0 0.0% 

5．とても悪い 0 0.0% 

計 28 100.0% 

                                                                                                                                                                               （未記入 1） 

（５）委託解除後の状況 

 

Q14 委託解除後の進路   ※福祉的就労は、1または 2としてください 
1．就職 13 44.8% 

2．当時の勤務先継続 1 3.4% 

3．進学 8 27.6% 

4．当時の進学先継続 6 20.7% 

5．未定 1 3.4% 

6．把握していない 0 0.0% 

7．その他 0 0.0% 

計 29 100.0% 

 

Q15 委託解除後の住まい 

1．民間賃貸住宅 14 48.3% 

2．公的賃貸住宅 3 10.3% 

3．持ち家 1 3.4% 

4．親の家 0 0.0% 

5．親せき・祖父母・きょうだいの家 1 3.4% 

6．友人の家 0 0.0% 

7．交際中の人の家 0 0.0% 

8．会社・学校の寮 2 6.9% 

9．福祉施設・自立援助ホーム 1 3.4% 

10．里親の家 6 20.7% 

11．措置施設 0 0.0% 

12．その他 1 3.4% 

13．把握していない 0 0.0% 

計 29 100.0% 
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（６）あなたとのつながり 

Q16-1 この 1年間で、あなたとの直接の交流（対面・電話・SNS等、形式不問）はありますか 
1．週に 1回 10 35.7% 34.5% 

2．月に 1回 6 21.4% 20.7% 

3．2～3か月に 1回 5 17.9% 17.2% 

4．半年間に 1回 1 3.6% 3.4% 

5．1年間に 1回 6 21.4% 20.7% 

6．1年間に 1回もない 0 0.0% 0.0% 

計 28 100.0% 100.0% 

（未記入 1） 

 

Q16-2 Q16-1で「6.」と回答した場合、交流のない主な理由として、次のどれが当てはまりますか 
 ※該当なし 

 

（７）直近１年間（2022年 12月１0日～2023年 12月 10日）で把握できている生活状況 
 ※把握していない場合は「わからない」を選択 

Q17-1 対象者の最終学歴について学校の種類 

1．中学校 0 0.0% 

2．全日制高校 9 33.3% 

3．定時制・通信制高校 2 7.4% 

4．専門学校・短期大学 9 33.3% 

5．4年制大学 7 25.9% 

6．その他 0 0.0% 

7．わからない 0 0.0% 

計 27 100.0% 

（未記入 2） 

Q17-2 卒業等の有無 

1．在学中 7 26.9% 

2．休学 0 0.0% 

3．中退 3 11.5% 

4．卒業 16 61.5% 

5．わからない 0 0.0% 

計 26 100.0% 

（未記入 3） 

Q18-1 対象者の就労状況について就労の有無 

1．働いている 17 65.4% 

2．働いていない 8 30.8% 

3．わからない 1 3.8% 

計 26 100.0% 

（未記入 3） 

Q18-2 雇用形態（複数回答） 

1．正社員 6 31.6% 

2．契約社員・派遣社員 3 15.8% 

3．パート・アルバイト 4 21.1% 

4．日雇い・期間工 0 0.0% 

5．自営業 0 0.0% 

6．その他 3 15.8% 

7．わからない 3 15.8% 

計 19 100.0% 

（未記入 2） 
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Q19 同居者を教えてください(複数回答) 

1．ひとり暮らし 9 27.3% 

2．恋人・配偶者 5 15.2% 

3．子ども 3 9.1% 

4．親 2 6.1% 

5．交際中の人・配偶者の親 0 0.0% 

6．きょうだい 3 9.1% 

7．親せき・祖父母 2 6.1% 

8．元里親 6 18.2% 

9．友人 1 3.0% 

10．その他 1 3.0% 

11．わからない 1 3.0% 

計 33 100.0% 

（未記入 2） 

Q20 現在の居住地 

1．宮城県内 21 77.8% 

2．宮城県以外 6 22.2% 

3．わからない 0 0.0% 

計 27 100.0% 

（未記入 2） 

（８）現在の困難  ※把握していない場合は「わからない」を選択 
 

Q21 現在、対象者についてどのような面での困難を心配されていますか（複数回答） 
 ※当てはまる番号を選択し、具体的な内容をご記入ください 

1．進学・学業の継続 5 5.6% 

2．就職・就業の継続 5 5.6% 

3．生活費・学費 5 5.6% 

4．住居 0 0.0% 

5．金銭管理 11 12.4% 

6．実親・親戚との関係 4 4.5% 

7．人間関係 8 9.0% 

8．孤独 3 3.4% 

9．健康（身体的） 11 12.4% 

10．健康（精神的） 9 10.1% 

11．家事・食事 5 5.6% 

12．家族形成 4 4.5% 

13．将来のこと 13 14.6% 

14．その他 1 1.1% 

15．特に無い 5 5.6% 

16．わからない 0 0.0% 

計 89 100.0% 

 

 

（９）施設退所者等へのアフターケアの状況 

 

Q22-1 貴所や自治体等が提供するアフターケアを受けていますか 
 ※対面・電話・SNS等による相談支援等も含む 

1．受けている 13 44.8% 

2．受けていない 15 51.7% 

3．わからない 1 3.4% 

計 29 100.0% 
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Q22-2 Q22-1で「1.」と回答した場合、あなたが提供するどんなアフターケアを受けていますか

（複数回答） 
1．イベント・交流会 5 11.4% 

2．記念事のお祝い 5 11.4% 

3．日常的な雑談 10 22.7% 

4．相談支援 5 11.4% 

5．学業の相談・支援 1 2.3% 

6．食事の提供 5 11.4% 

7．住まい・職場訪問 4 9.1% 

8．住宅支援 2 4.5% 

9．就職支援 1 2.3% 

10．経済的支援 3 6.8% 

11．金銭管理 0 0.0% 

12．行政の窓口紹介 1 2.3% 

13．その他 2 4.5% 

14．特に無し 0 0.0% 

計 44 100.0% 

 

Q22-3 Q22-1で「1.」と回答した場合、自治体等（宮城県・仙台市から受託しているアフターケア

事業所を含む）が提供するどんなケア・サービスを受けていますか（複数回答） 

1．イベント・交流会 3 16.7% 

2．記念事のお祝い 0 0.0% 

3．日常的な雑談 2 11.1% 

4．相談支援 1 5.6% 

5．学業の相談・支援 0 0.0% 

6．食事の提供 0 0.0% 

7．住まい・職場訪問 1 5.6% 

8．住宅支援 1 5.6% 

9．就職支援 0 0.0% 

10．経済的支援 1 5.6% 

11．金銭管理 0 0.0% 

12．行政の窓口紹介 0 0.0% 

13．その他 0 0.0% 

14．特に無し 7 38.9% 

15．わからない 2 11.1% 

計 18 100.0% 
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分析 里親家庭アンケート    

 

（１）対象者の確認 

 

Q1 この調査の対象者 

    

   各里親へは児童相談所から情報を得て、89人へ発送し、29人の回答を得た。里親からは 

  もう少し回答数が多いと予想していたが、回収率は 33％という結果であった。 

 

（２）基本属性 

 

Q2 性別 
   女性 16人、男性 13 人と、女性が若干多い。 
 

Q3 対象者の委託年数 
1 年未満から 19 年以上まで幅広く分布している。 

 

 

（３）委託時点の状況 

 
Q4 委託時点の養育者 

 

施設入所者は母・父・両親がいる人が 83.8%いたのに対し、里親委託では 44.8%しかおらず、親

族・知人が 37.9%であったのが特徴としてあげられる。 

 

Q5 委託時点の父母など主な養育者の状況（複数回答） 

 

死亡、行方不明が 25.5%と非常に多い。東日本大震災の影響がある可能性も考えられる。経済的

困難・低所得は施設でも同様の傾向がみられた。 

 

Q6 委託時点の対象者の状況（被虐待経験）（複数回答） 

 

39 件中 19件、48.7%が被虐待経験有となっている。施設では 80%ほどとなっていたのに比べると

かなり少ない結果となっている。 

 

Q7 措置時点の対象者の障害等の状況（複数回答） 

 

60.6％は特に障害がなかった一方、情緒障害 9.1％、病弱が 6.1％となっていて、こちらも施設と

は異なる結果となっている。 

 

Q8 委託時点の対象者がヤングケアラーだった場合の状況 

 

世話をしている対象が、養育者ときょうだいの重複があるかもしれないが、7人とごく少数であ

った。 
 

 

（４）委託解除時の状況 
 

Q9 委託解除年度 

 

2022年度が最多となっている。理由は調査していないので不明であるが、宮城県で里親委託を推

進してきた結果委託人数が増えていることがあるかもしれない。 

 

Q10 委託解除時の年齢 

 

18 歳から 20 歳までが多くなっている。学校の卒業年度となっていると思われる。 
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Q11 委託解除時の学歴    

 

高校・大学卒業を期に委託解除となることが多いという結果がみられる。 

 

Q12 委託解除時に、どのような面での困難を心配されていましたか (複数回答) 

 

対象者・施設調査と同様の傾向がみられた。就業継続、金銭管理、実親・親戚、他の人間関係等

が多かった。 

 

Q13 委託解除時の施設等との関係性 

 

「悪い、とても悪い」は 0であった。関係性が悪い対象者については、この調査へ回答するのも

いやという気持ちもあるかもしれない。回答率が低い原因となっていることも想像できる。 

 

 

（５）委託解除後の状況 
 

Q14 委託解除後の進路    

 

1 位就職、2 位進学、3 位当時の進学先継続、こちらも施設退所者とほぼ同様の結果となっている。 

 

Q15 委託解除後の住まい 

 

施設調査で 5名であった「公的賃貸住宅入居」が 3名あり、Q19の配偶者と共に入居しているの

ではないかと思われる。里親の家にそのまま居住している人が 6人あり、社会的養護自立支援制度

によるものなのか、どのような制度によってそれが可能になっているのかも調査してみたい。 

 

 

（６）あなたとのつながり 
 

Q16-1 この１年間で、あなたとの直接の交流（対面・電話・SNS 等、形式不問）はありますか 

 

この項目では、里親との交流がかなり密であるという結果が出ている。交流があるからこそ、今

回の調査回答につながったということが想像できる。 

 

Q16-2 Q16-1 で「6.」と回答した場合、交流のない主な理由として、次のどれが当てはまりますか 

  

※該当なし 

 

 

（７）直近 1年間（2022 年 12月１0日～2023年 12月 10日）で把握できている生活状況 
  

Q17-1 対象者の最終学歴について学校の種類 

 

施設調査では 4 年制大卒が 204人中 10人であったが里親委託対象者は 27 人中 7人と高い割合を

示している。 

 

Q17-2 卒業等の有無 

 

「休学、わからない」が 0であるのは、交流があるからこそ対象者の動向が把握できているとい

うことであろう。里親の関わりで卒業にこぎつけられている児童もあるかもしれない。 

 

Q18-1 対象者の就労状況について就労の有無 

 

「働いていない」の中に在学中も含まれている結果ではないかと思われる。次の Q18-2 の回答数

が 19 であることを見ると働いている人は 19 人ほどと考えられる。 
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Q18-2 雇用形態（複数回答） 

 

施設調査と比較すると、正社員の割合は 11.4 ポイント低く、契約社員・派遣社員の割合は 7.5 ポ

イント高く、パート・アルバイトは 2.9ポイント高くなっている。 

 

Q19 同居者を教えてください(複数回答) 

 

特徴的なこととして元里親と暮らしている人が 6 人、18.2%となっている。どのような経緯で同居

に至ったのか、社会的養護自立支援のあり方がいろいろ変化している中で、聞いてみたいことであ

る。 

 

Q20 現在の居住地 

 

やはり県内居住が多く、割合も本人、施設と同様の傾向を示している。 
 

 

（８）現在の困難  ※把握していない場合は「わからない」を選択 
 

Q21 現在、対象者についてどのような面での困難を心配されていますか（複数回答） 
 

身体的健康を心配している割合が多いのが特徴的であった。金銭管理、実親・親戚との関係は施

設調査でもとり上げられている。 

 

 

（９）施設退所者等へのアフターケアの状況 

 
Q22-1 貴所や自治体等が提供するアフターケアを受けていますか 

 

「受けている」と「受けていない」が半々であった。元里親自身がアフターケアを行っていると

いう自覚を持ちにくいのかもしれない。 

 

Q22-2 Q22-1 で「1.」と回答した場合、あなたが提供するどんなアフターケアを受けていますか 

（複数回答） 

 

上記 Q22-1では「受けていない」「わからない」と回答があったが、具体的に聞いていくと多く

のサポートをしていたことがわかる。 

 

Q22-3 Q22-1 で「1.」と回答した場合、自治体等（宮城県・仙台市から受託しているアフターケア事業所

を含む）が提供するどんなケア・サービスを受けていますか（複数回答） 

 

里親委託の対象者については、まだ十分なアフターケアサービスが行き届いていないという結果

が出ている。2年前から里親里子対象のイベントや研修会を始めたところ、参加者も少しずつ増加

し、里親からの相談が入ることも増えている。 
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Ｄ．考察 

 

 

平成 29年に宮城県で社会的養護自立支援事業業務委託企画提案募集要項の一節に次のような記述

があった。 

「里親等への委託や児童養護施設入所措置を受けていた者で 18歳（措置延長の場合は 20歳）に

達したことにより措置解除をされた者が地域社会において、自立生活を送る際には様々な生活・就

業上の問題を抱えながら、自らの努力で生活基盤を築いていかなければならない。しかしながら、

退所後の生活保護受給率の高さや、退所後 3年で措置解除された者の３割が連絡先不明となるな

ど、自立が困難な生活に陥りやすい状況を指摘する声も多い。」 

 今回、本調査を実施した調査対象者は 318人であったが、対象者本人の回答数は 62 で、回答率は

19.5％であった。施設出身の対象者は 229 人あり、施設からの回答は 205人分あったが、実際に対象者の

現状を把握したり、対応をしたりしているかをアンケート結果から見ていくと「１年に１回も交流がな

い」という数は 57 人であったので、現在の状況を施設側が把握できているのは 172人で、75.1％あると

いうことになる。里親からの回答はアンケート発送数 89 通のうち、返信が 29人で、回答率 32.6％であ

った。 

この結果を整理すると、対象者本人 318人のうち、139 人は住所不明となっており、その割合は 43.7％

であり、上記平成 29年の募集要項にある「3 割が行方不明」より増加していて、状況が改善されている

とは言い難い。 

 社会的養護経験者のうちの多くが児童養護施設で生活をしていたため、施設調査から一番多くの情報が

得られるのではという予想をしていたが、調査では、最近までの施設との接触がある対象者の情報しか把

握できず、それらの対象者は施設に報告できるような、一定安定した生活を送っている層と、最近問題が

発覚して施設も支援しなければならない層の二極となっている傾向が見られた。 

 里親調査では、成人して家庭を持ち、時々は子どもも含めた家族で里親を訪れるといった光景が想像で

きる回答が多く見られた。一方で回答がない理由は想像しかできないが、現在は交流がないとか、関係が

不調であったなど、調査に回答する気持ちになれなかったこともありうると思われた。 

 本人対象の調査は回答 62 名とごく少なかったが、施設や里親と接点がある人たちの結果とかなり異な

っていたのはひとり暮らしの割合が 60.0％と多いことである。 

連絡協議会の中で出た意見をもとに、回答の謝礼としてクオカード 2,000円分を準備したのは、現在ア

フターケアを行っている対象者の中に、金銭的な面で苦労している人が多いことから、少しでも支援につ

なげられればという思いもあったためであるが、インターネットを活用できる若者向きの回答システムを

導入したことで、困窮している層や、進学してがんばっている層の対象者など、多様な回答が寄せられた

という手ごたえがあった。 

各回答の分析は調査結果に掲載したが、以下に、令和 2 年度子ども・子育て支援推進調査研究事業「児

童養護施設等への入所措置や里親託等が解除された者の実態把握に関する全国調査（対象者 2015年 4月

～2020年 3月に中学校卒業以降で施設等を退所した人 全国調査対象者数 20,629 人のうち回答 2,980。

回答率 14.4％。そのうち宮城県の調査対象者数は 287人、うち回答 27、回答率 9.4％）」と今回の調査

の比較をおこなってみた。 

令和 2年度の調査と、今回の宮城県の調査は平成 30年（2018 年）4 月～令和 5年（2013 年）3 月と調

査年も異なっており、2020年からは新型コロナウイルス感染症の影響もあるため、単純に比較はできな

いが、参考となる部分もあると思われる。 
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令和 2年度子ども・子育て支援推進調査研究事業 

「児童養護施設等への入所措置や里親委託等が解除された者の実態把握に関する全国調査」 

と 

「宮城県における児童養護施設退所者等の実態調査（令和５年度）」の比較 

 

凡例 

・Q番号は、今回調査「宮城県における児童養護施設退所者等の実態調査（令和５年度）」の対象者本人

への質問項目の番号 

・「全国調査」とは「令和 2 年度子ども・子育て支援推進調査研究事業「児童養護施設等への入所措置や

里親委託等が解除された者の実態把握に関する全国調査」（サンプル数全国 2,980）のこと。 

・「宮城県調査」は今回調査「宮城県における児童養護施設退所者等の実態調査（令和５年度）」（サン

プル数 62）のこと。 

・表に示されている％は、各質問項目全回答の選択肢の％のみを示しているため、100％とは限らない。 

 

 

Q 番号 上段：選択肢  下段：コメント 全国調査 宮城県調査 

Q7 働いている 

学校に通っている 

63.6％ 

15.6％ 

61.8％ 

25.0％ 

働いている割合はほぼ同じ。宮城県が学校に通っている割合が多い。 

Q8-2 正社員 

パート・アルバイト 

契約社員・派遣社員 

57.3％ 

27.9％ 

9.2％ 

34.1％ 

38.6％ 

18.2％ 

宮城県は正社員の割合が少なく、パート・アルバイト・契約社員・派遣社員の割合が高い。 

Q9 4年制大学 

専門学校・短期大学 

全日制高校 

定時制・通信高校 

35.7％ 

30.9％ 

19.1％ 

9.9％ 

35.0％ 

35.0％ 

15.0％ 

10.0％ 

傾向はほぼ同じだが、宮城県は専門学校・短期大学の割合がやや高く、全日制高校の割合がやや低い。 

Q12 民間賃貸住宅 

親の家 

会社や学校の寮 

福祉施設・自立援助ホーム 

公的賃貸住宅 

52.0％ 

11.9％ 

11.6％ 

2.6％ 

2.7％ 

51.6％ 

9.7％ 

6.5％ 

14.5％ 

0.0％ 

全国は親の家・寮・公的賃貸住宅の割合が高い。宮城県は福祉施設・自立援助ホームの割合が全国の約 6

倍を示している。 

Q13 ひとり暮らし 

親 

交際中の人・結婚相手 

きょうだい 

子ども 

親戚 

51.7％ 

21.3％ 

17.2％ 

10.7％ 

6.5％ 

4.8％ 

60.0％ 

9.2％ 

4.6％ 

1.5％ 

0.0％ 

10.8％ 

全国では親・交際中の人・結婚相手・きょうだい・子どもと暮らしている人の割合が高い。宮城県はひ

とり暮らし、親戚と暮らしている人の割合が高い。 

Q15 収入のほうが多い 

同じくらい 

支出のほうが多い 

わからない 

26.8％ 

31.4％ 

22.9％ 

17.9％ 

35.5％ 

32.3％ 

9.7％ 

22.6％ 

宮城県は収入の方が多いと感じている人の割合が高く、全国は支出の方が多いと感じている人の割合が

多い。どちらかわからないと答えている人の割合は宮城県が高くなっている。 
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Q18-1 最近１ヶ月間健康だった 

最近１ヶ月間健康でない日があった 

79.8％ 

18.5％ 

67.7％ 

32.3％ 

健康度は全国より宮城県が低い傾向がみられる。 

Q19 最近１年間病院受診できない日があった 20.4％ 24.2％ 

あまり差はない。 

Q20 ＜受診できない日があった理由＞ 

お金がかかるから 

時間がないから 

どの病院に行けばいいかわからないから 

病院が遠いから 

 

66.7％ 

45.8％ 

17.1％ 

8.4％ 

 

38.5％ 

23.1％ 

11.5％ 

11.5％ 

全国では、お金がかかるから・時間がないからの割合が非常に高い。 

宮城県で病院が遠いからの割合が多いのは地域性もあるか。 

Q25 ＜この１年間で施設・里親などとどのくらい連絡をとりましたか＞ 

週に１回以上 

月に１回以上 

２～３カ月に１回以上 

半年間に１回以上 

１年間に１回以上 

１年間に１回もない 

 

7.2％ 

20.7％ 

27.2％ 

18.8％ 

14.2％ 

8.9％ 

 

14.5％ 

25.8％ 

21.0％ 

21.0％ 

6.5％ 

11.3％ 

それほど大きな差は見られないが、週に１回以上が宮城県で 14.5％、全国では 7.2％ということに特徴

がみられる。 

Q30 ＜退所した後退所した施設や相談支援機関から受けたサポート＞ 

日常的な雑談・相談 

不安やトラブル等の悩み相談 

誕生日や成人式などのお祝い 

食事・食料の提供 

金銭管理サポート 

職場訪問 

住まい探し 

わからない 

サポートは受けていない 

お金の借り入れ、補助 

 

36.0％ 

24.4％ 

18.8％ 

15.9％ 

9.4％ 

8.6％ 

7.9％ 

14.3％ 

19.4％ 

6.2％ 

 

11.6％ 

14.0％ 

4.1％ 

10.5％ 

7.0％ 

5.8％ 

5.2％ 

9.3％ 

5.2％ 

3.5％ 

全国の支援内容が手厚く見えるが、一方で、わからない・サポートは受けていないの全国の割合が高

く、二極化の傾向もみられる。 

Q31 退所後の施設のサポート 

①よかった+まあまあよかった 

②よくなかった+あまりよくなかった 

 

児童相談所のサポート 

①よかった+まあまあよかった 

②よくなかった+あまりよくなかった 

 

一時保護所 

①よかった+まあまあよかった 

②よくなかった+あまりよくなかった 

 

施設の生活 

①よかった+まあまあよかった 

②よくなかった+あまりよくなかった 

 

61.3％ 

5.9％ 

 

 

60.4％ 

11.3％ 

 

 

36.8％ 

13.0％ 

 

 

75.7％ 

7.6％ 

 

53.2％ 

3.2％ 

 

 

51.6％ 

9.7％ 

 

 

28.1％ 

9.7％ 

 

 

33.8％ 

0.0％ 
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退所に向けたサポート 

①よかった+まあまあよかった 

②よくなかった+あまりよくなかった 

 

 

 

 

67.1％ 

3.9％ 

 

 

33.8％ 

4.8％ 

退所後の施設のサポート・児童相談所のサポート・一時保護所については、全国の「よかった

+まあまあよかった」という評価が宮城県より高く、「よくなかった+あまりよくなかった」も

全国の割合が高くなっており、全国での評価は二極化している。施設の生活については、「よ

かった+まあまあよかった」に大きな差があり、全国が 75.7％に対して宮城県は 33.8％であっ

た。反面、「よくなかった+あまりよくなかった」は宮城県で 0％、全国で 7.6％となってい

る。退所に向けたサポートについても大きな開きがあり、「よかった+まあまあよかった」は

全国で 67.1％に対し、宮城県は 33.8％であった。「よくなかった+あまりよくなかった」はそ

れほどの差はなかった。 

総合的な所見と今後の課題 

 全国調査は平成 27年（2015年）4月～令和 2年（2020年）3月に中学卒業以降で施設等を退所した人

を対象とした調査であるのに対し、今回の調査は平成 30 年（2018 年）4月～令和 5年（2023年）3月に

中学卒業以降で施設等を退所した人を対象としているため、調査年度の違いも勘案する必要があるが、傾

向を比較して、宮城県の実態を浮き彫りにしてみる。 

 2020年から新型コロナウイルス感染症の流行もあり、飲食店などを中心に事業の縮小を余儀なくされ

た社会の状況もあり、施設入所者の中には当面進学をして様子を見るという選択をした人もあったと聞

く。その影響もあるのか、宮城県の対象者で学校に通っている人の割合が高かった。 

しかし、進学先は専門学校・短期大学の割合がやや高く、４年制大学を選択するまでに至っていない。ま

た、全日制高校に在学する者の割合がやや低めであり、中途退学が多い可能性がある。高校中途退学とな

ると、中学卒の資格しかなく、就労も難しいことが想像される。何とか高校を卒業できるサポート体制が

望まれる。 

今回の調査で現在学校に通っているについては、25.0％となっており国が 15.6％であるのに対し、高い

割合となっている。奨学金や貸付の有無も調べてみないとわからないが、本人の調査の心配事に「生活費

や学費のこと」が 13.4％となっていることの要因にもなっているのではないか。 

新型コロナウイルス感染症の流行は長く続き、求人が少なかった時期に就職をしたということもあった

かと考えられるが、宮城県の調査では、正社員の割合が低く、パート・アルバイト・契約社員・派遣社員

の割合が高かった。このことが、現在の生活を不安定にしていることも考えられる。 

現在の住居については、全国調査では親の家・寮・公的賃貸住宅の割合が高く、宮城県ではひとり暮ら

しの民間賃貸住宅が多くなっており、公的賃貸住宅入居者はいなかった。社会的養護経験者の中には保証

人がいない、収入が不安定であるなど、困難を抱えた人が多いため、アフターケアとして生活保護受給の

申請をせざるを得ない人もあるが、若いうちから生活保護を受けてしまうと就労意欲をなくす場合もある

ため、状況に応じて公的賃貸住宅を社会的養護経験者に貸し出すなどの制度もできるとよいのではないだ

ろうか。 

また、宮城県は全国に比べ、福祉施設・自立援助ホームの割合が全国の約 6 倍を示している。それだけ

様々な障害を抱えた人が多いのかもしれないが、近年愛着障害の研究がすすみ、被虐待児が発達障害と思
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われて、適切な対応がなされていないという専門家の所見もあり、幼少期から専門的治療を受けられる体

制づくりが必要かと思われる。 

入所児童の抱える問題が複雑化、多様化する中で、対応する職員の増員は十分でないという声も多く聞

かれる。少子化が進む日本で、虐待によって子どもたちが破壊されていくのを見過ごすことなく、子ども

への支援を手厚くしていかなければならない。 

金銭管理は社会的養護経験者の大きな課題である。施設入所中にひとり暮らしのイメージを作れるよ

う、職員もサポートしているほか、宮城県ではアフターケア事業者によるソーシャルスキルの学習会を行

っているが、受講は任意のため、すべての対象者に届けることはできていない。自分の生活の中で、収入

と支出どちらが多いかと聞かれて「わからない」という回答が 22.6％という宮城県の対象者の状況は大

変心もとない状況と言わざるを得ない。 

金銭に関することでは、体調が悪くても受診しない理由に「お金がかかるから」が全国、宮城県共に多

いことも懸念材料となっている。「時間がないから」という理由の中にも、受診で時間を取られると、そ

の分収入が減ってしまうパート・アルバイトなどの雇用形態が影響していることも考えられる。 

その他について概観すると、全国の支援内容は手厚く見えるが、その恩恵を受けている人と受けていな

い人の二極化が見られる。地域による格差もあるかもしれない。 

宮城県では退所してからも県内に居住している人が多いため、施設や里親と会う頻度も高い傾向がある

ようだが、今回の調査の回答数では推測の域を出ない。宮城県の施設での生活の満足度はあまり高くなか

ったが、不満を示す回答はほとんどなかった。全国調査で、施設での満足度が良い評価と悪い評価に大き

く二分されているところからすると、何らかの格差があるか、対象者にとってよい記憶がないためか、詳

細を調べないとわからないところではある。 

退所にむけたサポートに関しては、全国に比べ宮城県では満足度が低い結果となっている。 

今後、社会的養護自立支援事業として推進すべきこととしては次の５つをあげておきたい。 

 

１．自立支援事業と施設や里親、児童相談所等の連携を深めて、入所の時期からそれぞれの対象者に

合わせたサポートを行う。 

２．自立支援事業と施設や里親、児童相談所等の連携で、アフターケアにつなげる体制を整える。 

３．自立支援事業と施設や里親、児童相談所等、アフターケア事業実施者が協力して、これまで対応

してきたケースでのノウハウを蓄積し、支援プログラムを充実させていく。 

４．様々な問題に対応する専門家を交えた支援者のチームを構成し、社会的養護経験者への理解に基

づいて、本人の希望を尊重しながら自己実現を支援する環境を整えていく。 

５．社会的養護経験者本人の自己責任を問えない、虐待などの結果による環境や行動には、社会の責

任として彼らを育てていくという視点を持った支援体制を、国や自治体、民間で構築していくこ

と。 
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お わ り に 

    

本調査では、対象者本人、施設、里親対象より寄せられた回答の各データを入力、集計、分析、考察し、

加えて、令和２年度に実施された「児童養護施設等への入所措置や里親委託等が解除された者の実態把握に

関する全国調査『令和２年度子ども・子育て支援推進調査研究事業費補助金』の採択案件の成果報告書の公

表について / 三菱 UFJリサーチ&コンサルティング (murc.jp)」を参考に、比較検討し、更に今後の課題に

ついての考察を行った。 

また、宮城県「社会的養護自立支援事業業務」「仙台市児童養護施設等入所児童自立支援・アフターケア

事業」に専門家の立場で関わっていただいている仙台弁護士会有志による「子どもリーガルサポートチー

ム:略称 CLT（Children Legal-support Team）」の弁護士４名をアドバイザーとして、日頃入所児童等のソ

ーシャルスキル獲得のための学習会（多くは施設内で行っているため「出前授業」とも呼んでいる。）や個

別支援を含むアフターケア事業から感じていることなどを寄稿していただいた。 

今回の調査を足掛かりとして、様々な困難を抱える社会的養護経験者をサポートする輪が広がることを期

待したい。 

 

社会的養護経験者の自立に向けて 

 

弁護士 勝田亮（アネスティ法律事務所） 

１ はじめに 

 

児童養護施設入所児童の自立支援事業として、これまでいくつかの児童養護施設において、子ども

たちに、施設自立後の社会生活において必要な契約の知識、法的な知識についての講義を担当してき

ました。また、児童養護施設を退所した人たちからの法的な相談を担当いたしました。これらの経験

を踏まえて、弁護士という視点から、児童養護施設を退所する子どもたちに対するソーシャルスキル

としての法的な知識が重要であること、児童養護施設を退所した人たちに対するアフターケアの大切

さについて感じたことについて述べさせていただきます。 

 

２ ソーシャルスキルとしての法的な知識の重要性 

 

（１）成人年齢が１８歳となったことから、児童養護施設を退所して社会にでる子どもたちたちの多くは

成人になっています。 

成人になると一人でアパートを借りたり、ローンを組んだりすることができるようになります

が、その一方でいろいろな責任も負担することにもなります。契約して責任を負担した場合、責任

を果たさないとどのようなペナルティが課せられるのかということについて知っておくことはとて

も大切です。 

   法的知識の習得は、子どもたちが社会に出るにあたって必要であり、とても意義のあることではあ

りますが、子どもたちは、自分たちにとって身近ではない小難しい法律の話を時間かけて聞くという

ことには消極的であり、学習会の参加者を増やすというのはなかなかハードルが高いようです。 

 

（２）実際に進学が決まっている、就職が決まっているという子どもたちの場合は、自分たちが施設を退

所することについて現実味を帯びているので、例えばアパートを借りる賃貸借契約の話とか、仕事を

https://www.murc.jp/library/survey_research_report/koukai_210412/
https://www.murc.jp/library/survey_research_report/koukai_210412/
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してどうして給与をもらうことができるのかという雇用契約の話とかについて関心を有しているの

で、真剣に耳を傾けてくれます。 

一方で、まだ社会にでるという状況にない子どもたちたちに対しては、例えば、スマホを題材に

して、オンラインゲームの課金の問題や多重債務の問題などを取り上げて講義するなど、子どもた

ちが身近で気になるテーマを取り上げて契約の話をするなど興味を持ってもらえるように我々が努

力する必要があると思います。 

 

（３）法律の話は難しい話なのかもしれませんが、子どもたちが生活をしていくにあたって必要な知識で

あり、できるだけ多くの施設で、複数回、継続的に実施していただくのが効果的であると思います。 

 

３ 児童養護施設を退所した子どもたちに対するアフターケア 

 

（１）前述した弁護士によるソーシャルスキルトレーニングを通じて社会的養護の子どもたちに、弁護士

を少しでも身近な存在と感じてもらい、「法的トラブルに巻き込まれた際には弁護士に相談すること

ができる」ということを認識してもらうという効果も得られると思います。 

 

（２）私がアフターケアとしてかかわったケースで印象的であったのは、子どもの引受先との調整が不十

分で子どもと引受先がトラブルとなったケースと、大人から騙されて借金をさせられたケースがあり

ました。 

いずれのケースも、アフターケア事業のおかげで、早めに弁護士への相談ルートが出来上がった

ことから解決に結びつけることが出来ました。 

このようなアフターケア事業がまだなかった時は、退所した児童養護施設の職員に個人的に相談

するということが行われていたようですが、制度として児童をフォローするという体制にはなって

いませんでした。職員の個別のネットワークによる属人的なフォローとなっていたので、十分な支

援は難しかったのだろうと思います。 

もちろん、アフターケア事業の制度設計は、各地域によって異なっており、必ず弁護士がかかわ

らなければならないという仕組みにはなっていないため、弁護士によるアフターケアを受けられる

地域とそうでない地域があります。前述しましたように、児童養護施設の児童が社会にでるという

場合は、法的社会に出るということであり、弁護士がアフターケア事業にかかわる必要性は高いと

感じております。今後の課題としては、児童養護施設を退所した児童に対するアフターケア事業に

弁護士が積極的にかかわれる仕組みづくりができないだろうか、ということにあると思います。 

 

４ 最後に 

 

  成年年齢が１８歳となったことで、児童が自立できる時期が前倒しされましたが、その一方で多重債

務や契約トラブルといった法的な紛争に巻き込まれる可能性も増えました。児童養護施設を退所する児

童の多くが成人であるということを踏まえた、子どもたちの自立に向けた支援の在り方とはどのような

ものか、現在行われているアフターケア事業を検証しつつ検討していくことが必要であろうと思いま

す。 
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弁護士 北島みどり（ゆずりは法律事務所） 

 

児童養護施設等で生活をする子供達にとって、施設から離れ、自立して生活することの困難さは

想像に難くない。出前授業は、今後直面するかもしれない困りごとを念頭において、法律などの観

点から話をしているが、子供達自身が将来の自分の具体的なイメージを持つことは難しいように感

じている。 

しかし、出前授業を含めたアフターケア事業を継続的に行うことによって、将来のイメージの具

体化に結び付けることが可能となるのではないかと思われる。また、内容について十分理解ができ

なくても「あの時こんな話を聞いたな」などと思い出してもらえれば、何か困ったときに自分自身

を守る手掛かりやきっかけになることを期待したい。 

我々としても施設職員の方々のニーズや子供達の実態を踏まえつつ、また、本調査結果を参考に

しながらより有用な関わりを検討していきたい。 

 

 

 

 

 

弁護士 坂口真理子（ＩＳ－Ｃａｌｍ法律事務所） 

 

 児童養護施設では、主に「生活上のお金のこと」と題し、一人暮らしにかかるお金や契約、クレ

ジットやスマホ決済など幅広い内容で講義をしています。 

 ここ数年の間に、携帯での支払方法が一般的になったり、成人年齢が１８歳になったりするなど

社会の目まぐるしい変化に合わせて講義の内容もアップデートしていますが、事前に施設からのリ

クエスト（例えば奨学金や賃貸借契約のこと）に対応して、子どもたちが退所後不安に思ったり心

配に感じていることも講義内容に加え、少しでもその不安や心配が払拭できるよう、講義をしてい

ます。退所後一人暮らしが決まっている子どもは、やはりこれから自分が一人暮らしをするにあた

って必要な知識、ということで、子ども達も興味のある内容のようです。報告書中 Q29でも、一定

数の子どもが講義を受けていることがわかります。 

もっとも、退所後も報告書中 Q34によれば、生活費や学費のこと、住まいのことで不安に感じて

いる子どもが多いことから、一人でもその不安を感じない子どもが増えるような講義を提供できる

ように努力したいと思います。また、講義の最後には、少しでも困ったことがあれば施設の職員や

専門家に相談するようにアドバイスをしており、報告書でも退所後施設や相談支援機関から不安や

トラブルなど悩み相談のサポートを受けていることから、退所後も子どもたちにはぜひつながりを

持ってほしい、と感じています。 
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弁護士 花島伸行（弁護士法人青葉法律事務所） 

１ 出前授業を通じて 

 

 アフターケア事業の前提として、法律にまつわるテーマ（男女交際、18歳成年と契約関係など）

を中心に児童養護施設（小規模施設も含む）やファミリーホームへの出前授業を行っている。その

狙いは、①社会的養護を離れた後に、安心して相談してくれる選択肢として児童の記憶に刻まれる

こと、②児童養護施設の職員と連携してリービングケアから児童に関わることでアフターケアへの

円滑な移行を図ること、③自立後のトラブル予防に役立つ知識を児童自身に身につけてもらうこと

にある。授業中に児童が普段とは違う反応を見せ、職員がその様子に触れることで、支援の材料が

増えるメリットもある。 

 ただ、出前授業実施に至る調整について施設職員側に余裕がない等の理由で、実施に至らない施

設もあり、アフターケア事業の網羅性・公平性の実現が緊急の課題となっている。この点について

は、宮城県及び仙台市による児童向けの「自立支援事業」であることからすれば、事業の実施を施

設の判断に委ねるのは妥当でない。折しも、「意見表明支援事業」の全面実施が課題とされるタイ

ミングにあるだけに、措置元である児童相談所から施設に対して出前授業実施に向けた働きかけを

強化すべきである。 

 

２ 個別相談を通じて 

 

 個別相談につながる児童が抱えるトラブルとしては、多重債務問題（背景には金銭管理のスキル

不足や軽度知的障害の影響、スマホによる債務負担の容易さ等がある）が多く、中には、友人に誘

われてホストクラブを利用し、高額な利用料の請求を受けて、サラ金からの借入れ金、風俗業やパ

パ活（売春）で得た金を弁済に充てていた（実態はそれらを強要されていた）ケースもあった。 

 その根底には、社会的養護から「自立」（家庭復帰できずに施設や里親宅からそのままアパート

暮らしを始めるかグループホームに入所すること）した児童が直面する複数の生き辛さがある。社

会で出会う他者との人間関係を構築する難しさはもちろん、一人暮らしに必要な生活スキルの不足

を補う支援の乏しさ、さらには、予想に反して猛烈な孤独感に襲われることへの耐えがたさがあ

り、孤独感に付け込む者たちの存在がある。そして、児童が困難に直面してから相談に至るまでに

タイムラグができる（その結果、状況を悪化させてしまう）要因としては、「叱られるのではない

か」「心配をかけてはいけないのではないか」という児童側の心理が強く働いている。 

 結果として相談につながっているのは、直接アフターケア事業に連絡をくれるケースを除けば、

出身施設におけるアフターケア担当者に熱意があり、児童もその担当者を信頼して慕っているケー

スである。 

 こうしたトラブルを予防するには、安全な他者と日常的に話せる機会が重要であり、ＳＮＳの活

用や定期的に集うことのできるサロンの運営などが検討されてよいが、そのための予算や人的資源

の確保が急務である。 
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